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令和6年度一般会計予算概要
令和6年度一般会計予算詳細
令和5年度補正予算
提出案件の審議結果
条例、総務活動費報告
予算決算委員長報告、現地調査報告
学校給食について
子ども一時預かりについて
市政を問う（11人の議員が質問）
きらり★キラリ「田中隆さん」

 

新年度予算決まる新年度予算決まる

表紙の写真：子ども一時あずかりのインタビューがP13にあります。
TOPICS

表紙の写真：「利用が期待される公共交通」



自主財源
44.1％

依存財源
56.9％

一般会計予算決まる

市税
【固定資産税や市民税、
都市計画税など】
40億9,875万円

繰入金
【基金などから取崩して
一般会計に繰り入れるお金】
11億6,039万円

財産等収入・繰越金等
【土地貸付収入や
ふるさと寄附金など】
7億3,270万円

諸収入
【貸付金元利収入など】
5億2,030万円

分担金および負担金
使用料および手数料
【市営住宅使用料や施設入所者の負担金など】
2億5,472万円

地方交付税
44億1,500万円

国県支出金
【国や県からの補助金など】
25億8,467万円

交付金
【地方消費税交付金や
地方特例交付金など】
9億1,200万円

市債
【市の借入金】
4億8,360万円

地方譲与税
【国から地方に譲与される税金】
1億7,787万円

26.7％

7.6％

4.8％
3.4％

1.6％

28.8％

16.9％

5.9％
3.1％

1.2％

歳 入
153億
4,000万円

　令和６年度一般会計予算は、脱炭素社会の推進な
どにかかる総務費の増加や、市発足２０周年事業の
費用により、前年比３億４,８００万円（2.３％）の増とな

りました。
　歳入は依然として厳しい状況であるた
め基金からの繰り入れで財源確保を
し、第３次東御市総合計画に位置づ
けた事業推進のための予算です。

前年度比  3 億 4 , 8 0 0 万 円（ 2 . 3 ％ ）増 額

第
３
次
東
御
市
総
合
計
画

こ
の
計
画
を
元
に
予
算
が
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
末
で
第
２
次
総

合
計
画
が
10
年
間
の
節
目
を
迎

え
ま
す
。社
会
の
変
化
に
伴
い
、

人
口
減
少・少
子
化・高
齢
化
が

益
々
加
速
す
る
現
状
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
、行
政
と
市
民
が

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
現
状
や

課
題
を
共
有
し
、共
に
知
恵
を
出

し
合
い
、共
に
問
題
解
決
を
図
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

す
る
予
測
困
難
な
時
代
に
対
し
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
、第
３
次
東

御
市
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

　
先
に
示
し
た
将
来
像
の
実
現

に
向
け
て
施
策
の
方
向
性
を
し

め
す
た
め
、６
つ
の
基
本
目
標
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、令
和
２
年
に
策
定
し
た

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
て
令
和

15
年
に
お
け
る
人
口
の
将
来
展

望
と
し
て
２
８
，２
０
０
人
以
上

を
目
安
に
将
来
像
の
実
現
に
向

け
た
施
策
を
総
合
的
に
展
開
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
の
意
見

に
あ
る
よ
う
に
、住
み
よ
さ
に
評

価
さ
れ
て
い
る
現
状
を
活
か
し
、

愛
着
と
誇
り
を
も
て
る
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
に
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
か
、議
会
と
し
て
注
視
し

て
い
き
ま
す
。

Ⅰ
　
自
然
と
多
様
な
人
々
が
共
生
す
る
ま
ち

Ⅱ
　
共
に
支
え
あ
い
、健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

Ⅲ
　
誰
も
が
学
び
、自
分
ら
し
く
輝
け
る
ま
ち

Ⅳ
　
魅
力
と
活
力
が
あ
ふ
れ
る
産
業
の
あ
る
ま
ち

Ⅴ
　
便
利
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

Ⅵ
　
持
続
可
能
な
選
ば
れ
る
ま
ち

基本目標
【
将
来
像
】  

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
豊
か
な
暮
ら
し
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

実
感
で
き
る
ま
ち
　と
う
み

歳 出
153億
4,000万円

一般会計予算決まる
その他
【災害復旧費、予備費】
4,130万円

公債費
18億3,716万円

土木費
15億4,872万円

衛生費
12億7,198万円

教育費
8億6,375万円

商工費
6億5,346万円

農林水産業費
5億9,056万円

消防費
5億7,557万円

議会費
1億4,400万円

民生費
50億1,616万円

総務費
27億9,734万円

32.7％

18.2％
12.0％

10.1％

8.3％

5.6％

4.3％
3.8％

3.8％

0.9％
0.3％

※金額と構成比は、万円未満を四捨五入しているため合計と一致しない場合があります。

令和
6年度

　主な歳出は、民生費の滋野児童館建設事業費３億３,０３７万円や、子ども
第三の居場所の運営にかかる児童育成支援拠点事業費２,０２１万円を計
上したことにより２,519万円の増、総務費で太陽光発電設備設置補助な
どにかかる地球温暖化対策推進費１億２,８５８万円等を計上したことによ
り、３億３,４９５万円の増となった。

市民税４０億９,８７５万円（人口が多い自治体はここが豊かになる）
繰入金１１億６,０３９万円（各基金から取崩しして一般財源に入れるお金）
財源収入、繰越金等７億３,２７０万円（土地貸付収入やふるさと納税寄付金など）
諸収入５億２,０３０万円（貸付金元利収入など）
分担金,負担金,使用料,手数料２億５,４７２万円（保育料、施設入居者負担金、市営住宅使用料など）

円グラフの見方

Ｑ＆Ａ
Ｑ. 歳入の自主財源とは？
A. 市が自ら判断して収入を得られる資金

一般会計の歳出

前年度比  3 億 4 , 8 0 0 万 円（ 2 . 3 ％ ）増 額

子ども第三の居場所
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地
球
温
暖
化
対
策
事
業
費

１
億
２
８
５
８
万
円

　
環
境
省
の「
地
域
脱
炭
素
移

行・再
エ
ネ
推
進
交
付
金（
重
点

対
策
加
速
化
事
業
）」を
受
け
て

各
種
事
業
が
推
進
さ
れ
ま
す
。

　
一
般
住
宅
、民
間
施
設
、公
共

施
設
な
ど
に
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
す
る
際
に
補
助
金
が
出

ま
す
。発
電
し
た
電
気
を
蓄
え

る
、定
置
型
蓄
電
池
の
設
置
に
対

し
て
も
補
助
金
が
出
ま
す
。

　
官
民
連
携
の
地
域
電
力
会
社

と
し
て「
株
式
会
社
エ
コ
パ
ワ
ー

と
う
み
」が
設
立
さ
れ
ま
す
。東

御
市
全
体
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
に
よ
り
、脱
炭
素

化
の
推
進
に
加
え
、エ
ネ
ル
ギ
ー

の「
地
産
地
消
」を
は
か
り
、東
御

市
の
強
靭
化
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
の
抑
制
、域
外
流
出
を
抑
え

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
単
独
の
補
助
事
業
は
次
の

通
り
で
す
。

・
定
置
型
蓄
電
池
設
置
補
助
金

・
住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用

　
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ

設
置
補
助
金

・
電
気
自
動
車
購
入
補
助
金

・
省
エ
ネ
家
電
製
品
普
及
促
進

事
業
補
助
金

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
費

７
５
３
４
万
円

　
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

「
エ
コ
ク
リ
ー
ン
と
う
み
」の
運
営

費
用
で
す
。

　
生
ご
み
処
理
機
及
び
水
切
り

バ
ケ
ツ
等
の
設
置
に
対
し
て
も

補
助
金
が
出
ま
す
。

公
民
館
学
習
講
座
運
営
事
業
費

５
７
９
万
円

　
公
民
館
等
で
の
学
習
講
座
の

開
催
費
用
で
す
。

　
運
営
上
の
都
合
に
よ
り
講
座

数
が
減
少
し
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
少
人
数
の
た
め
開

講
で
き
な
か
っ
た
講
座
に
対
し
て

臨
機
応
変
な
対
応
を
し
て
ほ
し

い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
組
織
変
更
に
伴
い
、令
和
６
年

度
か
ら
公
民
館
学
習
講
座
の
担

当
課
は
、地
域
づ
く
り
支
援
課
と

な
り
ま
す
。

妊
娠
出
産
包
括
支
援
事
業
費

２
６
８
４
万
円

　
妊
娠
届
出
時
の
面
談
か
ら
早

期
に
支
援
を
開
始
し
、妊
娠
後
期

時
妊
婦
訪
問
、出
産
後
の
乳
児

家
庭
訪
問
、産
婦
訪
問
等
で
面

談
を
継
続
的
に
行
い
、出
産
か
ら

育
児
に
至
る
ま
で
の
見
通
し
を

共
に
確
認
し
な
が
ら
必
要
な
支

援
に
つ
な
げ
る
伴
走
型
支
援
に

要
す
る
費
用
で
す
。

　
産
後
ケ
ア
、産
後
検
診
、母
子

相
談
、マ
マ
パ
パ
学
級
等
の
費
用

も
含
み
ま
す
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
費

２
１
２
２
万
円

　
生
活
困
窮
者
や
ひ
き
こ
も
り

の
方
を
対
象
に
、相
談
業
務
の
更

な
る
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

自
立
へ
の
支
援
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、一
人
ひ
と
り
の
生
活
の

安
定
を
は
か
る
た
め
の
費
用
で

す
。

　
具
体
的
に
は
、自
立
支
援
事

業（
ま
い
さ
ぽ
東
御
）、家
計
改
善

支
援
事
業
、子
ど
も
の
学
習・生

活
支
援
事
業
、就
労
準
備
支
援

事
業
、ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
事

業
、一
時
生
活
支
援
事
業
、住
宅

確
保
給
付
金
事
業
な
ど
で
す
。

　滋
野
児
童
館
建
設
事
業
費

３
億
３
０
３
７
万
円

　
現
在
の
滋
野
児
童
館
は
滋
野

小
学
校
か
ら
離
れ
て
い
る
ほ
か

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

た
め
、小
学
校
の
近
く
へ
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
と
併
設
し
て
新
築

移
転
を
行
い
ま
す
。

（
経
過・予
定
）

令
和
４
年
度
　

　
建
設
検
討
委
員
会
設
置

令
和
５
年
度
　
設
計
委
託

令
和
６
年
度
　
工
事
着
工

令
和
７
年
度
　
開
所

　
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減
ら
し

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

す
る
脱
炭
素
化
の
推
進
に
も
貢

献
す
る
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
費  

　  

４
３
９
４
万
円

　
全
て
の
妊
産
婦
、子
育
て
世
帯

が
、安
心
し
て
出
産・子
育
て
で

き
る
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、

す
べ
て
の
子
ど
も
の
発
達
、成
長

を
支
え
る
た
め
、

子
ど
も
が
大
人
に

な
る
ま
で
の
一
連

の
成
長
ス
テ
ー
ジ

に
お
い
て
、子
ど

も
と
子
育
て
家
庭

に
寄
り
添
い
、継

続
的
か
つ
包
括
的
な
支
援
を
実

施
す
る
た
め
の
費
用
で
す
。

子
育
て・
子
育
ち
支
援
交
付
金

事
業
費
　

５
４
７
０
万
円

　
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
お
け
る

不
安
感・孤
立
感
と
い
っ
た
精
神

的
負
担
や
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、地
域
全
体
で
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す

る
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
多
様
な
主
体
や
様
々
な

世
代
の
市
民
が
子
ど
も
と
子
育

て
家
庭
を
見
守
り
、応
援
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

の
費
用
で
す
。

　
３
歳
未
満
の
未
就
園
児
を
養

育
す
る
家
庭
へ
の
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
０
歳
児
か
ら
利
用

で
き
る一次
預
か
り
事
業
を
始
め

る
費
用
及
び
、　「
子
ど
も
第
三

の
居
場
所
」が
開
所
し
ま
す
が
、

こ
の
運
営
費
用
に
も
充
当
さ
れ

ま
す
。

学
力
・
体
力
向
上
対
策
事
業
費

５
６
１
３
万
円

　
児
童
生
徒
の
基
礎
的
な
学
力・

体
力
の
定
着
と
デ
ジ
タ
ル
教
材

の
長
所
を
活
か
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
を
推
進
す
る
た
め
の
費
用
で

す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
支
援
員
、学
力
向

上
対
策
講
師
、Ａ
Ｌ
Ｔ（
英
語
教

育
指
導
員
）等
の
人
件
費
な
ど
学

力
向
上
対
策
に
使
わ
れ
る
ほ
か
、

小
学
校
教
科
書
の
改
訂
に
伴
う

指
導
書
等
の
購
入
費
に
充
て
ら

れ
ま
す
。

　
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
や
、放
課
後
子

ど
も
教
室
な
ど
体
力
向
上
対
策

に
も
使
わ
れ
ま
す
。

　不
登
校
対
策
・
特
別
支
援
教
育

事
業
費
　

４
５
３
７
万
円

　
不
登
校
又
は
不
登
校
傾
向
に

あ
る
児
童
生
徒
の
学
習
機
会
の

保
証
と
登
校
支
援
、ま
た
発
達
に

課
題
の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
人

的
支
援
を
行
う
費
用
で
す
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し
、

学
習
機
会
を
保
障
す
る
た
め
の

中
間
教
室
の
設
置
、ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
及
び
心
の
教
室

相
談
員
が
配
置
さ
れ
ま
す
。

　
発
達
に
課
題
の
あ
る
児
童
生

徒
に
対
し
て
は
、き
め
細
か
な
支

援
を
行
う
た
め
の
特
別
支
援
教

育
支
援
員
が
配
置
さ
れ
ま
す
。

令和6年度 一般会計予算

行
政
事
務
デ
ジ
タ
ル
化

推
進
事
業
費
　

　
　
　
　
　
　
　
９
６
０
万
円

　
先
端
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
利
用

促
進
に
よ
り
業
務
効
率
化
を
図

る
ほ
か
、デ
ジ
タ
ル
専
門
人
材
を

確
保
し
、市
の
Ｄ
Ｘ
の
取
組
推
進

を
図
り
ま
す
。

空
き
家
対
策
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
８
５
９
万
円

　
空
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助・片
付

け
補
助
事
業
を
促
進
す
る
た
め

の
費
用
で
す
。

　
地
区
別
空
き
家
懇
談
会
を
開
催

し
た
こ
と
で
見
え
た
課
題
は
何
か
質

問
が
あ
り
、関
心
の
あ
る
市
民
が
少

な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。今
後

は
呼
び
か
け
方
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
強
化
事
業
費

　
　
　
　
　
　
２
０
０
０
万
円

　
市
発
足
20
周
年
に
か
か
る
シ

テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化

に
よ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

の
た
め
に
要
す
る
費
用
で
す
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

活
動
助
成
事
業
費
　

４
９
４
万
円

　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
活
動
及
び
運
営
に
関
す
る

助
成
で
す
。会
員
数
の
増
加
を
図

る
た
め
、地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
や
外
部
委
託
事
業
な
ど
を
広

め
つ
つ
、魅
力
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
提
供
に
努
め
た
い
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

市
発
足
20
周
年
刀
剣
振
興
事
業
費

１
７
８
５
万
円

　
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
刀
匠
を

テ
ー
マ
と
し
た
展
覧
会
等
に
要

す
る
費
用
で
す
。

体
育
施
設
等
改
修
事
業
費

２
０
０
０
万
円

　
市
民
プ
ー
ル
サ
イ
ド
改
修
工

事
と
中
央
公
園
第
２
体
育
館
ト

イ
レ
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用

で
す
。

湯
の
丸
高
原
屋
内
運
動
施
設

事
業
費
　

１
億
６
５
１
１
万
円

 

湯
の
丸
高
原
屋
内
運
動
施
設
の

維
持
管
理
に
要
す
る
費
用
で
す
。

経
年
劣
化
に
伴
う
、ア
リ
ー
ナ
鉄

骨
及
び
、天
井
面
パ
ネ
ル
塗
装
等

の
修
繕
工
事
費
用
を
含
む
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｄ
Ｘ

移
住
定
住

文
化・ス
ポ
ー
ツ

湯の丸プール

　
本
予
算
に
は
、給
食
費
保
護
者

負
担
の
緩
和
策
に
関
す
る
も
の

が
含
ま
れ
る
。令
和
６
年
度
は
物

価
高
騰
分
を
市
で
賄
う
が
、補
助

を※

漸ぜん
減げん
し
て
令
和
９
年
度
末
で

や
め
る
と
し
て
い
る
。令
和
６
年

度
は
そ
の
負
担
転
嫁
方
針
が
始

ま
る
年
度
に
な
る
。食
材
費
高
騰

分
の
負
担
を
保
護
者
に
転
嫁
す

る
方
針
に
反
対
す
る
立
場
か
ら

本
予
算
に
反
対
す
る
。そ
も
そ

も
、定
例
教
育
委
員
会
で
負
担

転
嫁
を
決
め
た
議
論
に
お
い
て
、

保
護
者
を
財
政
と
対
立
す
る
存

在
と
し
て
扱
う
よ
う
な
議
論
で

こ
の
方
針
が
決
ま
り
、様
々
な
財

源
措
置
の
可
能
性
を
排
除
し
て

５
年
先
ま
で
の
計
画
を
立
て
て

し
ま
っ
た
。ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

の
育
成
施
設
に
は
年
４
８
０
０
万

円
の
指
定
管
理
を
５
年
間
保
証

し
、保
護
者
に
は「
物
価
高
騰
を

実
感
せ
よ
」と
せ
ま
る
。お
金
の

使
い
方
が
違
う
の
で
は
な
い
か
。

※

漸ぜん
減げん
と
は
、徐
々
に
減
少
し
て

い
く
こ
と
。

窪
田 

俊
介議員

反対
討論

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

額
は
、前
年
度
当
初
予
算
に
対

し
２・３
％
増
で
あ
る
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
Ｄ
Ｘ
化
に

よ
る
利
便
性
向
上
、子
育
て
家

庭
支
援
で
あ
る
３
歳
未
満
の
未

就
園
児
の一時
預
か
り
事
業
や
子

ど
も
第
三
の
居
場
所
運
営
事

業
、深
刻
化
し
続
け
て
い
る
空
き

家
対
策
や
災
害
対
策
等
、い
ず

れ
も
喫
緊
の
課
題
や
市
民
ニ
ー

ズ
に
対
し
、細
部
に
ま
で
行
き
届

い
た
積
極
的
か
つ
効
果
的
な
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
東
部
地
区
小
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
化
の
問
題
は
、市
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
よ
う
今
後
の
説

明
会
や
検
討
会
で
し
っ
か
り
と

協
議
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
て
、

令
和
６
年
度
も
効
果
的
な
財
政

運
営
に
配
慮
し
、誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て

市
民
に
寄
り
添
う
市
政
運
営
を

期
待
し
て
賛
成
す
る
。 斉

藤
　哲議員

賛成
討論

議
案
第
２
号
　
令
和
６
年
度
東
御
市一般
会
計
予
算

地
球
温
暖
化
対
策
事
業
費

１
億
２
８
５
８
万
円

　
環
境
省
の「
地
域
脱
炭
素
移

行・再
エ
ネ
推
進
交
付
金（
重
点

対
策
加
速
化
事
業
）」を
受
け
て

各
種
事
業
が
推
進
さ
れ
ま
す
。

　
一
般
住
宅
、民
間
施
設
、公
共

施
設
な
ど
に
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
す
る
際
に
補
助
金
が
出

ま
す
。発
電
し
た
電
気
を
蓄
え

る
、定
置
型
蓄
電
池
の
設
置
に
対

し
て
も
補
助
金
が
出
ま
す
。

　
官
民
連
携
の
地
域
電
力
会
社

と
し
て「
株
式
会
社
エ
コ
パ
ワ
ー

と
う
み
」が
設
立
さ
れ
ま
す
。東

御
市
全
体
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
に
よ
り
、脱
炭
素

化
の
推
進
に
加
え
、エ
ネ
ル
ギ
ー

の「
地
産
地
消
」を
は
か
り
、東
御

市
の
強
靭
化
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
の
抑
制
、域
外
流
出
を
抑
え

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
単
独
の
補
助
事
業
は
次
の

通
り
で
す
。

・
定
置
型
蓄
電
池
設
置
補
助
金

・
住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用

　
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ

設
置
補
助
金

・
電
気
自
動
車
購
入
補
助
金

・
省
エ
ネ
家
電
製
品
普
及
促
進

事
業
補
助
金

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
費

７
５
３
４
万
円

　
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

「
エ
コ
ク
リ
ー
ン
と
う
み
」の
運
営

費
用
で
す
。

　
生
ご
み
処
理
機
及
び
水
切
り

バ
ケ
ツ
等
の
設
置
に
対
し
て
も

補
助
金
が
出
ま
す
。

公
民
館
学
習
講
座
運
営
事
業
費

５
７
９
万
円

　
公
民
館
等
で
の
学
習
講
座
の

開
催
費
用
で
す
。

　
運
営
上
の
都
合
に
よ
り
講
座

数
が
減
少
し
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
少
人
数
の
た
め
開

講
で
き
な
か
っ
た
講
座
に
対
し
て

臨
機
応
変
な
対
応
を
し
て
ほ
し

い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
組
織
変
更
に
伴
い
、令
和
６
年

度
か
ら
公
民
館
学
習
講
座
の
担

当
課
は
、地
域
づ
く
り
支
援
課
と

な
り
ま
す
。

妊
娠
出
産
包
括
支
援
事
業
費

２
６
８
４
万
円

　
妊
娠
届
出
時
の
面
談
か
ら
早

期
に
支
援
を
開
始
し
、妊
娠
後
期

時
妊
婦
訪
問
、出
産
後
の
乳
児

家
庭
訪
問
、産
婦
訪
問
等
で
面

談
を
継
続
的
に
行
い
、出
産
か
ら

育
児
に
至
る
ま
で
の
見
通
し
を

共
に
確
認
し
な
が
ら
必
要
な
支

援
に
つ
な
げ
る
伴
走
型
支
援
に

要
す
る
費
用
で
す
。

　
産
後
ケ
ア
、産
後
検
診
、母
子

相
談
、マ
マ
パ
パ
学
級
等
の
費
用

も
含
み
ま
す
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
費

２
１
２
２
万
円

　
生
活
困
窮
者
や
ひ
き
こ
も
り

の
方
を
対
象
に
、相
談
業
務
の
更

な
る
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

自
立
へ
の
支
援
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、一
人
ひ
と
り
の
生
活
の

安
定
を
は
か
る
た
め
の
費
用
で

す
。

　
具
体
的
に
は
、自
立
支
援
事

業（
ま
い
さ
ぽ
東
御
）、家
計
改
善

支
援
事
業
、子
ど
も
の
学
習・生

活
支
援
事
業
、就
労
準
備
支
援

事
業
、ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
事

業
、一
時
生
活
支
援
事
業
、住
宅

確
保
給
付
金
事
業
な
ど
で
す
。

　滋
野
児
童
館
建
設
事
業
費

３
億
３
０
３
７
万
円

　
現
在
の
滋
野
児
童
館
は
滋
野

小
学
校
か
ら
離
れ
て
い
る
ほ
か

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

た
め
、小
学
校
の
近
く
へ
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
と
併
設
し
て
新
築

移
転
を
行
い
ま
す
。

（
経
過・予
定
）

令
和
４
年
度
　

　
建
設
検
討
委
員
会
設
置

令
和
５
年
度
　
設
計
委
託

令
和
６
年
度
　
工
事
着
工

令
和
７
年
度
　
開
所

　
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減
ら
し

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

す
る
脱
炭
素
化
の
推
進
に
も
貢

献
す
る
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
費  

　  

４
３
９
４
万
円

　
全
て
の
妊
産
婦
、子
育
て
世
帯

が
、安
心
し
て
出
産・子
育
て
で

き
る
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、

す
べ
て
の
子
ど
も
の
発
達
、成
長

を
支
え
る
た
め
、

子
ど
も
が
大
人
に

な
る
ま
で
の
一
連

の
成
長
ス
テ
ー
ジ

に
お
い
て
、子
ど

も
と
子
育
て
家
庭

に
寄
り
添
い
、継

続
的
か
つ
包
括
的
な
支
援
を
実

施
す
る
た
め
の
費
用
で
す
。

子
育
て・
子
育
ち
支
援
交
付
金

事
業
費
　

５
４
７
０
万
円

　
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
お
け
る

不
安
感・孤
立
感
と
い
っ
た
精
神

的
負
担
や
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、地
域
全
体
で
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す

る
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
多
様
な
主
体
や
様
々
な

世
代
の
市
民
が
子
ど
も
と
子
育

て
家
庭
を
見
守
り
、応
援
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

の
費
用
で
す
。

　
３
歳
未
満
の
未
就
園
児
を
養

育
す
る
家
庭
へ
の
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
０
歳
児
か
ら
利
用

で
き
る一次
預
か
り
事
業
を
始
め

る
費
用
及
び
、　「
子
ど
も
第
三

の
居
場
所
」が
開
所
し
ま
す
が
、

こ
の
運
営
費
用
に
も
充
当
さ
れ

ま
す
。

学
力
・
体
力
向
上
対
策
事
業
費

５
６
１
３
万
円

　
児
童
生
徒
の
基
礎
的
な
学
力・

体
力
の
定
着
と
デ
ジ
タ
ル
教
材

の
長
所
を
活
か
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
を
推
進
す
る
た
め
の
費
用
で

す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
支
援
員
、学
力
向

上
対
策
講
師
、Ａ
Ｌ
Ｔ（
英
語
教

育
指
導
員
）等
の
人
件
費
な
ど
学

力
向
上
対
策
に
使
わ
れ
る
ほ
か
、

小
学
校
教
科
書
の
改
訂
に
伴
う

指
導
書
等
の
購
入
費
に
充
て
ら

れ
ま
す
。

　
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
や
、放
課
後
子

ど
も
教
室
な
ど
体
力
向
上
対
策

に
も
使
わ
れ
ま
す
。

　不
登
校
対
策
・
特
別
支
援
教
育

事
業
費
　

４
５
３
７
万
円

　
不
登
校
又
は
不
登
校
傾
向
に

あ
る
児
童
生
徒
の
学
習
機
会
の

保
証
と
登
校
支
援
、ま
た
発
達
に

課
題
の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
人

的
支
援
を
行
う
費
用
で
す
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し
、

学
習
機
会
を
保
障
す
る
た
め
の

中
間
教
室
の
設
置
、ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
及
び
心
の
教
室

相
談
員
が
配
置
さ
れ
ま
す
。

　
発
達
に
課
題
の
あ
る
児
童
生

徒
に
対
し
て
は
、き
め
細
か
な
支

援
を
行
う
た
め
の
特
別
支
援
教

育
支
援
員
が
配
置
さ
れ
ま
す
。

令和6年度 一般会計予算

一
般
会
計
予
算

令和
6年度く

ら
し
・
環
境

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

滋野児童館平面図滋野児童館平面図
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令和5年度 補正予算

　
カ
ラ
ス 
7
6
0
羽

　
な
ど
と
な
り
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
維
持
補
修
費

１
０
０
万
円

　
北
御
牧
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
備
品（
冷
蔵
庫
）購
入
に
要
す

る
費
用
の
増
額
補
正
で
す
。

東
部
地
区
小
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費

３
３
０
万
円

　
東
部
地
区
小
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
の
用
地
取
得
に

要
す
る
費
用
の
増
額
補
正
で
す
。

　
補
償
物
件
調
査
業
務
委
託
料

と
不
動
産
鑑
定
委
託
料
で
す
。

　
議
案
第
44
号
　
　
補
正
第
16
号

生
活
保
護
費

　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
万
円

　
受
給
者
の
増
加
に
伴
う
生
活

扶
助
費
の
増
額
補
正
で
す
。

農
業
災
害
対
策
諸
経
費８

０
０
万
円

　
令
和
６
年
２
月
の
降
雪
及
び

暴
風
に
よ
り
、被
害
を
受
け
た
農

業
用
施
設
の
復
旧
に
要
す
る
費

用
の
増
額
補
正
で
す
。

　
議
案
第
１
号
　
　
補
正
第
13
号

災
害
支
援
費
・
備
蓄
事
業
費

８
７
８
万
円

　
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
支

援
に
要
す
る
費
用
の
増
額
補
正

で
す
。

　
内
容
は
長
野
県
合
同
災
害
支

援
チ
ー
ム（
チ
ー
ム
な
が
の
）で
の

派
遣・石
川
県
羽
咋
市
と
輪
島
市

へ
５
名
で
す
。

　
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
日
本
医
師
会
災
害

医
療
チ
ー
ム
）で
の
派
遣
・
石
川

県
内
の
医
療
施
設
、避
難
所
等
へ

医
師
、看
護
師
、薬
剤
師
、事
務

員
４
名
で
す
。

　
給
水
車
の
派
遣・石
川
県
七
尾

市
へ
給
水
車
及
び
都
市
整
備
部

職
員
４
名
で
す
。

　
支
援
物
資
の
提
供・石
川
県
七

尾
市
へ
、ア
ル
フ
ァ
米
等
食
料
品

３
６
０
０
食
、飲
料
水（
２
ℓ
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
）５
５
８
本
、ブ
ル
ー

シ
ー
ト
41
枚
等
で
す
。

　
議
案
第
９
号
　
　
補
正
第
14
号

文
化
会
館
管
理
費

３
５
０
万
円

　
文
化
会
館
給
水
ポ
ン
プ
の
緊

急
修
繕
に
要
す
る
費
用
の
増
額

補
正
で
す
。

個
人
住
民
税
定
額
減
税
対
応

シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
　

１
７
１
万
円

　
物
価
高
に
よ
り
厳
し
い
状
況

に
あ
る
生
活
者・事
業
者
へ
の
支

援
の
た
め
、令
和
６
年
度
分
の
個

人
住
民
税
所
得
割
額
か
ら
納
税

者
及
び
配
偶
者
を
含
め
た
扶
養

家
族
１
人
に
つ
き
１
万
円
の
減

額
を
実
施
す
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
改
修
に
要
す
る
費
用
の
増
額

補
正
で
す
。

物
価
高
騰
住
民
税
非
課
税

世
帯
支
援
給
付
金
　

８
５
９
５
万
円

　
物
価
高
騰
に
直
面
す
る
低
所

得
者
の
家
計
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、住
民
税
所
得
割
非
課
税

世
帯
に
対
し
、一
世
帯
当
た
り
10

万
円
の
支
援
給
付
金
の
支
給
に

要
す
る
費
用
の
増
額
補
正
で
す
。

低
所
得
世
帯
へ
の

こ
ど
も
加
算
給
付
金
　

　
　
　
　
　
　
２
５
７
０
万
円

　
物
価
高
騰
に
直
面
す
る
低
所

得
世
帯
の
家
計
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、住
民
税
非
課
税
世
帯

及
び
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税

さ
れ
て
い
る
子
育
て
世
帯
に
対

し
、児
童
一
人
当
た
り
５
万
円
の

支
援
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る

費
用
の
増
額
補
正
で
す
。

中
学
校
修
繕
事
業
費３

６
０
６
万
円

　
東
部
中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
工
事

に
要
す
る
費
用
の
増
額
補
正
で
す
。

　
東
部
中
学
校
の
ト
イ
レ
は
14

箇
所
で
、和
式
ト
イ
レ
が
73
基
、

洋
式
ト
イ
レ
が
21
基
、洋
式
で
あ

る
多
目
的
ト
イ
レ
が
10
基
。和

式
ト
イ
レ
を
す
べ
て
洋
式
ト
イ
レ

へ
更
新
す
る
ほ
か
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ

ト
仕
様
で
な
い
洋
式
ト
イ
レ
も

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
仕
様
に
し
ま

す
。

　
工
事
の
実
施
年
度
は
、令
和
６

年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の

３
年
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
議
案
第
10
号
　
　
補
正
第
15
号

民
間
資
金
等
活
用
事
業
調
査
費

９
６
８
０
万
円

　
国
の
採
択
に
よ
る
民
間
活
力

導
入
可
能
性
調
査
の
実
施
に
係

る
委
託
料
の
増
額
補
正
で
す
。

　
北
御
牧
農
業
試
験
地・御
堂
地

区
地
域
産
物
販
売
促
進
施
設
等

が
対
象
で
す
。

子
育
て
家
庭
支
援
体
制

構
築
事
業
費
　

１
６
２
万
円

　
子
育
て
訪
問
支
援
事
業
に
係

る
委
託
料
の
増
額
補
正
で
す
。

　
訪
問
料
０
円
に
変
更
し
た
こ

と
に
よ
り
委
託
事
業
者
を
２
社

か
ら
３
社
に
増
や
し
、訪
問
件
数

見
込
２
０
０
件
を
３
０
０
件
に
増

や
し
た
も
の
で
す
。

有
害
鳥
獣
対
策
諸
経
費３

５
６
万
円

　
農
林
業
に
被
害
を
及
ぼ
す
有

害
鳥
獣
の
捕
獲
対
策
に
要
す
る

費
用
の
増
額
補
正
で
す
。

　
捕
獲
実
績
は

　
ニ
ホ
ン
ジ
カ 

2
1
4
頭

　
イ
ノ
シ
シ 

6
0
頭

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ 

4
0
頭

　
ハ
ク
ビ
シ
ン 

1
1
頭

一般
会
計

　
本
補
正
予
算
に
は
、東
部
地

区
小
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
費
３
３
０
万
円
の
予
算
が

計
上
さ
れ
た
。同
時
に
、東
部
地

区
小
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
計
画

に
つ
い
て
２
つ
の
請
願
が
提
出
さ

れ
、そ
れ
ぞ
れ
数
百
の
署
名
を
添

え
て
い
る
。こ
れ
は
、昨
年
12
月

定
例
会
で「
セ
ン
タ
ー
化
以
外
の

選
択
肢
は
な
い
」と
、市
政
へ
の

市
民
参
加
を
断
っ
た
か
ら
だ
。今

定
例
会
で
は「
北
御
牧
給
食
セ
ン

タ
ー
を
整
備
し
た
平
成
27
年
度

以
降
、適
切
な
在
り
方
に
つ
い
て

内
部
検
討
し
て
き
た
経
過
が
あ

る
」と
し
た
。な
ら
ば「
経
過
の
分

か
る
資
料
を
」と
求
め
て
も
出
て

こ
な
か
っ
た
。４
月
か
ら
市
役
所

の
組
織
体
制
も
変
わ
る
が
、系

統
的
な
執
行
が
で
き
る
の
か
。

市
民
を
置
き
去
り
に
進
む
市
政

に
、市
民
の
心
は
離
れ
る
。今
か

ら
で
も
立
ち
止
ま
り
、関
係
者

と
の
議
論
を
す
る
べ
き
だ
。

窪
田 

俊
介議員

反対
討論

議
案
第
10
号
　
令
和
５
年
度

東
御
市一般
会
計
補
正
予
算

補
正
予
算

令和5年度

令和6年度 一般会計予算・特別会計予算

観
光
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
費

　
　
　
　
　
　
２
４
６
４
万
円

　
市
発
足
20
周
年
記
念
事
業

湯
の
丸
高
原
つ
つ
じ
祭
り
開
催

に
係
る
イ
ベ
ン
ト
や
、レ
ン
ゲ
ツ

ツ
ジ
の
保
全
活
動
チ
ー
ム
を
新

た
に
組
織
し
、継
続
的
な
活
動
を

開
始
す
る
た
め
の
費
用
で
す
。

農
業
用
施
設
耐
震
・
長
寿
命
化

事
業
費
　

　
　
　
　
　
　
２
０
５
０
万
円

　
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
の

耐
震
改
修
工
事
等
の
費
用
で
す
。

地
域
公
共
交
通
確
保
　
　
　
　

維
持
改
善
事
業
費
　

　
　
　
　
　
　
７
２
９
５
万
円

　
地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
運

営
支
援
と
、Ａ
Ｉ
化
し
た
デ
マ
ン

ド
交
通
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
デ
マ
ン
ド
交
通

の
利
便
性
、利
用
率
向
上
は
、今

後
ど
の
よ
う
に
向
上
さ
せ
る
予

定
か
と
の
質
問
に
、現
在
高
齢
者

が
中
心
だ
が
高
校
生
や
、観
光

客
に
も
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
、新
た
な

需
要
を
取
り
込
む
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

ワ
イ
ン
＆
ビ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
運
営
事
業
費
　

　
　
　
　
　
　
１
３
５
０
万
円

　
ワ
イ
ン
＆
ビ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
や
、ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
に
よ
り
ワ
イ
ン
文
化
を

醸
成
し
ま
す
。

地
域
物
産
販
売
促
進
施
設
費

　
　
　
　
　
　
　
５
１
０
万
円

　
御
堂
産
ワ
イ
ン
を
中
心
に
市

内
産
ワ
イ
ン
や
、地
域
農
産
物
等

の
販
売
、歴
史
や
文
化
に
触
れ
な

が
ら
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
等
に
要
す
る
費
用
で
す
。

　
委
員
か
ら
ワ
イ
ン
＆
ビ
ア

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
も
ワ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
は
開
催
し
て
い
て
、同
じ
よ

う
な
施
設
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
の
質
問
が
あ
り
、地
域
や
、施

設
に
あ
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、補
完
し
あ
え
る

施
設
に
し
て
い
き
た
い
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

市
道
県
東
深
井
線
歩
道
設
置
費

　
　
　
　
　
　
２
０
０
０
万
円

　
曽
根
地
域
の
歩
行
者
や
通
学

湯ノ丸レンゲツツジ

児
童・生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め

の
歩
道
整
備
の
費
用
で
す
。

市
道
金
井
片
羽
線
歩
道
設
置
費

　
　
　
　
　
　
４
０
０
０
万
円

　
乙
女
平
地
域
の
歩
行
者
や
通

学
児
童・生
徒
の
安
全
確
保
の
た

め
の
歩
道
整
備
の
費
用
で
す
。

道
路
施
設
等
修
繕
事
業
費

　
　
　
　
１
億
８
７
６
０
万
円

　
道
路
施
設
の
長
寿
命
化
を
図

る
た
め
、点
検
、調
査
、修
繕
設

計
及
び
修
繕
工
事
15
路
線
18
工

事
の
費
用
で
す
。

橋
梁
点
検
・
修
繕
費

　
　
　
　
　
　
５
０
０
０
万
円

　
61
橋
の
定
期
点
検
と
、台
風

19
号
で
被
害
を
受
け
な
か
っ
た

橋
脚
と
橋
台
の
補
修
工
事
の
た

め
の
費
用
で
す
。

下
水
道
施
設
統
廃
合
事
業
費

　
　
　
　
　
　
３
９
０
０
万
円

　
令
和
６
年
度
は
寺
坂
地
区
接

続
工
事
と
、東
御
市
公
共
下
水

道
全
体
計
画
の
見
直
し
を
す
る

費
用
で
す
。

特
定
健
康
診
査
等
事
業
費

４
４
２
６
万
円

　
特
定
健
康
診
査
及
び
人
間

ド
ッ
ク
の
受
診
勧
奨
を
行
う
と

共
に
生
活
習
慣
病
の
発
症・重
症

化
予
防
に
取
り
組
む
費
用
で
す
。

　
健
康
診
査
委
託
料
や
、人
間

ド
ッ
ク・
脳
ド
ッ
ク
受
診
者
へ
の

補
助
金
等
に
使
わ
れ
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
対
策
推
進
事
業
費

６
５
８
万
円

　
フ
レ
イ
ル
予
防
に
関
す
る
高

齢
者
へ
の
意
識
啓
発
と
介
護
予

防
の一体
的
な
取
り
組
み
に
要
す

る
費
用
で
す
。

　
市
民
病
院
や
身
体
教
育
医
学

研
究
所
と
連
携
し
て
各
種
測
定

を
行
い
予
防
に
役
立
て
ま
す
。

施
設
整
備
工
事
費９

６
０
０
万
円

　
市
民
病
院
の
老
朽
化
し
た
ボ

イ
ラ
ー
設
備
等
の
更
新
に
要
す

る
費
用
で
す
。

　医
療
機
器
等
整
備
費
用

７
９
０
０
万
円

　
市
民
病
院
、み
ま
き
温
泉
診

療
所
、助
産
所
の
設
備
更
新
費

用
で
す
。超
音
波
洗
浄
機
、血
液

分
析
装
置
、医
療
用
ベ
ッ
ド
な
ど

が
整
備
更
新
さ
れ
ま
す
。

病
院
事
業
会
計

25
億
６
６
１
８
万
円

公
共
施
設
設
備

介
護
保
険
特
別
会
計

29
億
６
０
０
０
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

32
億
１
０
０
０
万
円

農
業
・
商
工
業
・
観
光

市民病院の高性能MRI市民病院の高性能MRI

特
別
会
計
予
算

令和
6年度

7 62024年5月１日　東御市議会だより81号 令和6年5月１日　東御市議会だより81号



採決結果   ：  ◎は全会一致　○は賛成多数　×は否決

条例の新設・一部改正等（関連記事Ｐ１０）

議案第38号
議案第39号

議案第43号

市道路線の認定について
祢津106号線、祢津 114号線、祢津 300号線の３路線を市道として認定する

市道路線の廃止について
機能が廃止されているため、廃止する

東御市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例
省令の施行に伴い、所定の改正を行う

◎ ◎ ―
◎ ◎ ―
◎ ― ◎

令和６年度東御市一般会計予算
令和５年度東御市一般会計補正予算（第 15号）
「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」の速やかな
改正に関する請願
東部地区小学校給食センター建設計画において将来の
学校給食のために、ひらかれた議論の場を求める請願

常任委員会・予算決算特別委員会審査結果の「―」印は、委員会に付託されなかった案件です。

会派名・議員名

案　件

議
　案
　番
　号

本会議での各議員の賛否（賛成・採択「○」、反対・不採択「●」、退席「退」、議長「／」、欠席「欠」）　　

議案第 2 号
議案第10号

請願第８号

請願第９号

東部地区４小学校給食センター建設計画はいったん立ち
止まり、自校方式の継続をふくめ再検討してください請願第10号

学校給食費の保護者負担増の中止をもとめます請願第11号

さわやかな風の会 しんせいの
会東翔の会 公明党 日本

共産党
市
毛
　真
弓

窪
田
　俊
介

西
山
　福
恵

髙
木
真
由
美

斉
藤
　
　哲 

村
山
　弘
子

花
岡
　豊 

一 

大
塚
　博
文

瀬
田
　智
之

田
中
　信
寿

田
中
　博
文

滝
澤
　栄 

一

中
村
　眞 

一 

山
崎
　康 

一 
 

依
田
　俊
良

長
越
　修 

一 
 

〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ●
〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ●
〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇

● ● ● ／ ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇

● ● ● ／ ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇

● ● ● ／ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇

議案番号 案　　件 採決結果 常任委員会審査結果
総務産業 社会文教

人事

議員提出議案

請願・陳情

議案第40号 人権擁護委員候補者の推薦について
東城　正彦さん ◎ ―

議案第41号 人権擁護委員候補者の推薦について
寺島　暁美さん

議案第43号 人権擁護委員候補者の推薦について
岩下　欣弘さん

陳情第31号 年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書の採択を求める陳情 議席
配付 ―

請願第８号 「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」の速やかな改正に関する請願 採択 採択

請願第９号 東部地区小学校給食センター建設計画において将来の学校給食のために、ひらかれた議論の場を求める請願 採択 ―

請願第10号 東部地区４小学校給食センター建設計画はいったん立ち止まり、自校方式の継続をふくめ再検討してください 不採択 ―
請願第11号 学校給食費の保護者負担増の中止をもとめます 不採択 ―

―

◎ ― ―
◎ ― ―

―
―
採択

不採択

不採択

議員提出議案
第２号 東御市議会委員会条例の一部を改正する条例の提出について

議員提出議案
第１号 東御市議会議員の請負の状況の公表に関する条例の提出について ◎

議員提出議案
第４号 「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」の改正を求める意見書の提出について

◎議員提出議案
第３号 東御市議会会議規則の一部を改正する規則の提出について

◎

◎

　無
実
の
人
を
処
罰
す
る
の
は
、

人
生
を
破
壊
す
る
最
大
の
人
権

侵
害
。再
審
制
度
は
、間
違
っ
た

有
罪
判
決
か
ら
無
実
の
人
を
救

済
す
る
唯
一の
手
段
で
あ
る
。本

請
願
は
現
行
の
再
審
法
に
制
度

的・構
造
的
問
題
が
あ
る
と
指
摘

し
、改
正
を
訴
え
て
い
る
。再
審

法
は
、人
権
擁
護
の
理
念
に
基
づ

き
間
違
っ
た
判
決
に
よ
り
、有
罪

の
確
定
判
決
を
受
け
た
冤
罪
被

害
者
を
迅
速
に
救
済
す
る
制
度

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。よ
っ
て

本
請
願
を
採
択
す
る
こ
と
に
賛

成
す
る
。

◆
請
願
第
８
号
　

　「再
審
法（
刑
事
訴
訟
法
の

　  再
審
規
定
）の
速
や
か
な

　  改
正
に
関
す
る
請
願
」

定例会の議決結果令和６年
３月 下記以外の議案等は、全会一致でした。

市
毛 

真
弓 

議
員

賛成
討論

採決結果   ：  ◎は全会一致　○は賛成多数　×は否決

議案番号 案　　件

議案番号 案　　件

採決結果

採決結果 常任委員会審査結果
総務産業 社会文教

予算決算特別委員会審査結果
専決処分の承認（補正予算１件）

令６年度東御市予算（関連記事Ｐ２～６）

条例の新設・一部改正等（関連記事Ｐ１０）

令和５年度東御市補正予算（関連記事Ｐ７）

議案第１号 令和５年度東御市一般会計補正予算（第13号）の専決処分の承認を求めることについて
能登半島地震の被災地支援等 878万円の増額補正 ◎ ―

議案第２号 令和６年度東御市一般会計予算
予算額153億 4000万円（前年比＋3億 4800万円） ○ ○

議案第３号 令和６年度東御市国民健康保険特別会計予算
予算額32億 1000万円（前年比 -5300 万円） ◎ ◎

議案第４号 令和６年度東御市介護保険特別会計予算
予算額29億 6000万円（前年比 -200 万円） ◎ ◎

議案第５号 令和６年度東御市後期高齢者医療特別会計予算
予算額4億 6160万円（前年比＋6630万円） ◎ ◎

議案第６号 令和６年度東御市水道事業会計予算
予算額11億 2624万円（前年比＋6654万円） ◎ ◎

議案第７号 令和６年度東御市下水道事業会計予算
予算額28億 8729万円（前年比＋2億 3681万円） ◎ ◎

議案第８号 令和６年度東御市病院事業会計予算
予算額25億 6618万円（前年比－1億 7615万円） ◎ ◎

議案第９号 令和５年度東御市一般会計補正予算（第 14号）
物価高騰による支援給付金等　1億 5492万円増額補正 ◎ ―

議案第10号 令和５年度東御市一般会計補正予算（第 15号）
事業実施に伴う不用額等　3億 5286万円減額補正 ○ ○

議案第11号 令和５年度東御市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
一般非保険者に係る医療給付等　134万円の減額補正 ◎ ◎

議案第12号 令和５年度東御市介護保険特別会計補正予算（第４号）
介護サービス事業費等　1656万円の増額補正 ◎ ◎

議案第13号 令和５年度東御市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
後期高齢者医療広域連合納付金等　1682万円の増額補正 ◎ ◎

議案第14号 令和５年度東御市水道事業会計補正予算（第１号）
既決支出予算額を48万円減じて10億 5970万円とする ◎ ◎

議案第15号 令和５年度東御市下水道事業会計補正予算（第１号）
既決予算額を3557万円減じて26億 5049万円とする ◎ ◎

議案第16号 令和５年度東御市病院事業会計補正予算（第２号）
既決予算額と変わらず 28億 4234万円とする ◎ ◎

議案第44号 令和５年度東御市一般会計補正予算（第 16号）
被害を受けた農業用施設復旧等　1002万円の増額補正 ◎ ◎

議案第18号 東御市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
勤務時間外の自宅待機を命じられた医師への待機手当について、所要の改正を行う

議案第17号 東御市職員の配偶者同行休業に関する条例
職員の継続的な勤務を促進し、公務の円滑な運営を資するため所要の改正を行う ◎ ◎ ―

議案第20号 東御市同和集会所条例の一部を改正する条例
西宮集会所における各事業の令和５年度末の廃止により、所要の改正を行う

◎ ― ◎議案第19号 東御市手数料条例の一部を改正する条例
地方公共団体の手数料の政令の一部改正に伴い、所要の改正を行う

◎ ― ◎

議案第21号
議案第22号

東御市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例
福祉医療費の給付対象に係る県の制度拡充に伴い、所要の改正を行う

東御市重度心身障害児年金条例の一部を改正する等の条例
重度心身障害児年金の段階的な廃止により、所要の改正を行う

議案第23号 東御市人権啓発センター条例の一部を改正する条例
予約システムの導入に伴い、所要の改正を行う

議案第24号

議案第25号

議案第26号
議案第27号
議案第28号
議案第29号
議案第30号
議案第31号
議案第32号
議案第33号
議案第34号
議案第35号
議案第36号
議案第37号

東御市介護保険条例の一部を改正する条例
介護保険法施行規則の一部改正に伴い、所要の改正を行う

東御市都市公園条例の一部を改正する条例
東御中央公園の利活用を図るため、所要の改正を行う

東御市営住宅に関する条例の一部を改正する条例
被害者の保護等に関する法律の一部改正に伴い、所要の改正を行う

東御市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
地方自治法の一部改正に伴い、所要の改正を行う

東御市水道条例の一部を改正する条例
水道法の一部改正に伴い、所要の改正を行う

東御市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
地方自治法の一部改正に伴い、所要の改正を行う

東御市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例　
政令の一部改正に伴い、所要の改正を行う

東御市個人番号の利用等に関する条例の一部を改正する条例
法律の一部改正に伴い、所要の改正を行う

東御市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
基準の一部改正に伴い、所要の改正を行う

東御市空家等対策協議会条例の一部を改正する条例
空き家等対策の推進に関する特別措置法の一部改正に伴い、所要の改正を行う

第３次東御市総合計画基本構想の策定について
第３次東御市総合計画基本構想を策定するため

上田地域広域連合ふるさと基金に係る権利の一部を放棄することについて
上田地域広域連合ふるさと基金の一部を地域医療対策事業に充当するもの

財産の取得について
地域ケーブルネットワーク整備事業に必要な備品を取得するため

東御市地域産物販売促進施設条例の一部を改正する条例
東御市地域産物販売促進施設条例の施行期日を延期します

◎ ― ◎

◎ ― ◎
◎ ― ◎

◎ ― ◎

◎ ― ◎

◎ ◎ ―
◎ ◎ ―
◎ ◎ ―
◎ ◎ ―

◎ ◎ ―

◎ ◎ ―

◎ ◎ ―
◎ ◎ ―

◎ ◎ ―

◎ ◎ ―
◎ ◎ ―

◎ ― ◎

◎ ― ◎

定例会の提出案件の審議結果令和６年
３月
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社
会
文
教
委
員
会
は
、３
月
６

日
に
総
務
産
業
委
員
会
と
共
に
、

４
月
に
開
設
予
定
の
東
御
市
子

ど
も
第
三
の
居
場
所「
ゆ
め
ぽ

け
っ
と
・
と
う
み
」の
現
地
調
査

を
行
い
ま
し
た
。子
ど
も
第
三
の

居
場
所
は
、あ
り
の
ま
ま
の
自
分

を
受
け
入
れ
、安
心
し
て
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
地
域
の
も
う
一
つ

の
家
で
あ
り
、こ
の
事
業
は
社
会

福
祉
法
人
東
御
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
し
て
行
わ
れ
る
と

の
こ
と
で
す
。

　
対
象
児
童
・
生
徒
は
、安
心
で

き
る
環
境
や
温
か
な
人
間
関
係

を
求
め
る
子
ど
も
、多
様
な
学
び

を
求
め
る
子
ど
も
、留
守
家
庭
の

子
ど
も
等
、市
内
の
小
・
中
学
校

に
通
学
す
る
支
援
の
必
要
な
児

童
・
生
徒
で
す
。

　
ま
た
、子
ど
も
第
三
の
居
場
所

「
ゆ
め
ぽ
け
っ
と
・
と
う
み
」の
利

用
は
、平
日
は
午
後
１
時
か
ら
、

長
期
休
み
は
午
前
７
時
半
か
ら

の
利
用
に
な
り
ま
す
が
、平
日
の

午
前
中
の
時
間
は
、市
の
事
業
と

し
て
、子
ど
も
の
成
長
と
発
達
の

サ
ポ
ー
ト
事
業
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。こ
の
事
業
は
、就
学
前

の
子
ど
も
と
保
護
者
を
対
象
に
、

子
ど
も
の
発
達
段
階
や
特
性
に

合
わ
せ
て
よ
り
専
門
的
な
支
援

を
提
供
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

子
ど
も
第
三
の
居
場
所
で

　
　
　
　
　
　提
供
す
る
こ
と

一
、安
心
な
居
場
所
　
な
ん
で
も

相
談
で
き
る
場
で
あ
り
、ス

タ
ッ
フ
や
お
友
達
と
安
心
し

て
過
ご
せ
ま
す
。

二
、あ
た
た
か
い
食
事
　
準
備
や

片
付
け
も
一
緒
に
し
つ
つ
楽

し
く
食
事
を
し
ま
す
。

三
、学
習
サ
ポ
ー
ト
　
宿
題
の
見

守
り
な
ど
を
通
じ
て
、学
習

や
意
欲
を
育
み
ま
す
。

四
、あ
そ
び・体
験
活
動
、お
友
達

と
取
り
組
む
楽
し
い
体
験
活

動
を
た
く
さ
ん
企
画
し
て
い

ま
す
。

　
令
和
5
年
10
月
に
債
務
の
早

期
償
還
が
さ
れ
た
湯
の
丸
高
原

ス
ポ
ー
ツ
交
流
施
設（
屋
内
運
動

施
設
）修
繕
工
事（
費
用
６
７
０
０

万
円
）が
令
和
6
年
度
に
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。使
用
開
始
か
ら
5

年
で
の
修
繕
工
事
の
、現
地
調
査

を
し
ま
し
た
。

　
修
繕
内
容
は
、①
と
し
て
、鉄

骨
等
塗
装
改
修
工
事
、ア
リ
ー
ナ

の
鉄
骨
、天
井
面
パ
ネ
ル・高
窓

面
壁
の
塗
装
が
施
工
内
容
で
す
。

施
工
に
は
ア
リ
ー
ナ
全
面
に
足

場
を
組
み
立
て
て
の
作
業
と
な

り
ま
す
。②
屋
根
改
修
工
事
は
ア

リ
ー
ナ
部
の
大
屋
根
と
手
前
の

子
屋
根
の
重
な
る
部
分
が
落
雪

せ
ず
荷
重
が
か
か
る
た
め
外
壁

の
補
強
と
落
雪
対
策
の
増
設
を

す
る
も
の
で
す（
写
真
参
照
）。塗

装
修
繕
工
事
の
個
所
は
、壁
面
上

部
の
鉄
骨
に
錆
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
し
た
。結
露
し
た
水
滴
に

プ
ー
ル
か
ら
蒸
発
し
た
塩
素
が

混
じ
り
、錆
が
進
行
す
る
原
因
と

の
こ
と
で
し
た
。ま
た
、高
窓
面

壁
は
水
滴
が
流
れ
た
跡
の
確
認

が
で
き
ま
し
た
。今
回
の
修
繕
に

は
最
適
な
塗
料
を
選
択
し
10
年

は
持
た
せ
た
い
と
の
こ
と
で
し

た
。工
期
に
つ
い
て
は
五
輪
後
の

湯
の
丸
高
原
屋
内
運
動

　
　
　
　

  

施
設
修
繕
工
事

9
月
か
ら
3
ヶ
月
の
予
定
で
す
。

　
今
後
利
用
者
に
と
っ
て
喜
ば
れ

多
く
の
方
に
東
御
市
を
知
っ
て
も

ら
う
ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
を
願
い

な
が
ら
も
維
持
管
理
に
つ
い
て
は

注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　
予
算
決
算
特
別
委

員
会
で
は
、総
務
産
業

委
員
会
、社
会
文
教
委

員
会
そ
れ
ぞ
れ
の
予

備
審
査
報
告
に
基
づ

き
、令
和
６
年
度
一
般・

特
別・公
営
企
業
会
計

お
よ
び
令
和
５
年
度

の
補
正
予
算
に
関
す

る
14
議
案
を
審
査
し

ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
議
案
第

２
号
　
令
和
６
年
度

東
御
市
一
般
会
計
予

算
に
お
け
る
総
務
課

の
審
査
で
は
、能
登
半

島
地
震
の
支
援
に
つ
い

て
活
動
内
容
の
日
報

を
庁
内
で
共
有
し
て

い
る
と
報
告
が
あ
り
、

委
員
か
ら
は
機
会
を

設
け
て
報
告
会
を
行

い
、市
の
災
害
対
策
に

活
か
し
て
ほ
し
い
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、子
ど
も
家
庭
支
援

課
の
審
査
で
は
、所
管
が
教

育
委
員
会
事
務
局
へ
移
管

に
な
る
理
由
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、幼
保
小
連
携
を
一

番
に
考
え
て
移
管
す
る
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。委

員
か
ら
は
、所
管
が
変
わ
っ

た
と
し
て
も
保
育
園
の
在

り
方
が
変
わ
ら
な
い
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。

　
採
決
に
あ
た
り
、委
員
か

ら
学
校
給
食
費
の
保
護
者

負
担
増
を
前
提
と
し
た
予

算
の
始
ま
り
と
な
る
た
め

反
対
す
る
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
が
、採
決
の
結

果
、賛
成
多
数
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

予
算
決
算
　
　
　
　
　

特
別
委
員
会
委
員
長

瀬
田
智
之
議
員

現
地
調
査
報
告

総
務
産
業

委
員
会

総
務
産
業

委
員
会

現
地
調
査
報
告

社
会
文
教

委
員
会

社
会
文
教

委
員
会

予算決算特別委員会審査報告
令和5年度 一般会計予算

屋根改修工事箇所

「ゆめぽけっと・とうみ」の視察

　
職
員
の
継
続
的
な
勤
務
を
促

進
し
、公
務
の
円
滑
な
運
営
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、配
偶
者

同
行
休
業
の
制
度
を
設
け
る
た

め
、新
た
に
条
例
を
制
定
し
ま

す
。

　
西
宮
集
会
所
に
お
け
る
各
事

業
が
所
期
の
目
的
を
達
成
し
、

令
和
５
年
度
を
も
っ
て
廃
止
す
る

た
め
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一

部
改
正
に
伴
い
、条
例
に
準
じ
て

基
準
所
得
金
額
の
範
囲
を
現
行

の
10
段
階
か
ら
13
段
階
へ
改
め

る
ほ
か
所
要
の
改
正
を
行
い
ま

す
。

　
東
御
市
重
度
心
身
障
害
児
年

金
が
所
期
の
目
的
を
達
成
し
た

こ
と
か
ら
、段
階
的
に
金
額
を
定

め
令
和
７
年
度
限
り
廃
止
を
し

ま
す
。

　
東
御
中
央
公
園
の
利
活
用
を

図
る
た
め
、指
定
管
理
者
が
行

う
業
務
に
東
御
中
央
公
園
の
利

用
の
許
可
並
び
に
管
理
運
営
に

関
す
る
業
務
を
加
え
ま
す
。他

中
央
公
園
の
利
用
料
金
を
定
め

る
と
と
も
に
減
免
や
還
付
に
関

す
る
規
定
を
加
え
ま
す
。

　
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る

損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、消
防
作

業
従
事
者
等
の
補
償
基
礎
額・非

常
勤
消
防
団
員
の
補
償
基
礎
額

を
そ
れ
ぞ
れ
改
正
し
ま
す
。

　
本
意
見
書
は
、え
ん
罪
被
害

者
を
一
刻
も
早
く
救
済
す
る
た

め
に
、再
審
請
求
手
続
き
に
お

け
る
全
面
的
な
証
拠
開
示
を
制

度
化
す
る
こ
と
、再
審
開
始
決

定
に
対
す
る
検
察
官
の
不
服
申

し
立
て
を
禁
止
す
る
こ
と
、再

審
請
求
審
に
お
け
る
公
正
な
手

続
き
を
整
備
す
る
こ
と
を
盛
り

込
ん
だ「
最
審
法（
刑
事
訴
訟
法

の
再
審
規
定
）」を
速
や
か
に
改

正
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で

す
。こ
れ
に
対
し
て
、え
ん
罪
は

人
の
人
生
を
変
え
て
し
ま
う
重

要
な
問
題
で
あ
る
が
法
律
に
も

か
か
わ
っ
て
来
る
た
め
、一
議
会

で
決
め
る
こ
と
で
は
な
い
と
の

反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。一
方

で
、法
の
不
整
備
に
よ
っ
て
え
ん

罪
被
害
を
受
け
る
人
を
な
く
し

て
い
く
全
体
の
動
き
を
応
援
す

る
た
め
に
も
意
見
書
を
提
出
す

べ
き
と
の
賛
成
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。本
会
議
で
は
賛
成
多
数

で
提
出
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

条例等

主
な
新
設
・一
部
改
正
条
例
等

東
御
市
消
防
団
員
等

公
務
災
害
補
償
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

再
審
法
の
改
正
を
求
め

る
意
見
書
提
出

東御市議会  令和5年度

政務活動費収支報告
会派ごとの収支報告書、活動報告書を市議会ホーム
ページに掲載しましたのでご覧ください。

東
御
市
介
護
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

東
御
市
都
市
公
園
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

東
御
市
重
度
心
身
障

害
児
年
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

東
御
市
職
員
の
配
偶

者
同
行
休
業
に
関
す
る

条
例

令和6年 3月定例会

東
御
市
同
和
集
会
所

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

政務活動費は、地方議会の議員に政策調査研究等の活動のた
めに支給される費用です。
東御市では、議員1人当たり月額1万円を会派の所属議員数に
応じ会派に交付され、会計年度に応じて収支報告することと
なっています。

令和5年度  政務活動費収支報告一覧表  （令和5年４月１日～令和6年３月31日）

会　派　名 所属
人数 交付金額（ア） 支出金額（イ） 返還額差引金額（ア）-（イ） 交付確定額

（単位：円）

2 
6
3
2
3
16

240,000
720,000
360,000
240,000
360,000

1,920,000

261,442
587,002
392,163
166,564
406,025

1,813,196

- 21,442
132,998
- 32,163
73,436
- 46,025
106,804

240,000
587,002
360,000
166,564
360,000

1,713,566

0
132,998

0
73,436

0
206,434

さわやかな風の会

し ん せ い の 会

公 明 党

東 翔 の 会
日本共産党

合 計

11 102024年5月１日　東御市議会だより81号 令和6年5月１日　東御市議会だより81号



令和5年度 一般会計予算

広報調査特別委員会で子育て施策に
ついて、インタビューしました。

あかねさん
りゅうあんちゃん すいちゃん

ゆなさん かいりちゃん

あやみさん ななかちゃん

はるかさん

しゅんすけちゃん

ひなのちゃん

職員の方がやさしくて、親身に接してくれます。
家でいっぱいいっぱいになってしまうことも、
職員のみなさんに話を聞いてもらってます。
家でいると子どもと一対一になってしまうので、
ストレスが発散できます。
他にも子育ての悩みを相談できるし、気軽に
これる場所で助かってます。

普段利用していて
感じていること

すくすくポケットで図書館などの情報がまと
まっていてとても見やすいですよ。
SNSをもっと活用して、欲しい情報を選択して配信
してもらえるようになったらいいな。

東御市の情報伝達はどう？

一時預かりについて
どう感じていますか
気軽に預けられそうです。
知らない場所だとハードルが高
いので、おためしで使うこともで
きるんです。
おせわになっている場所で預け
られるので安心。一人の時間をつくる事ができるのはあり
がたい。ニーズが多ければこれから増やして欲しいです。

東御市の子育て施策について
二人目が生まれても、保育園に預け
続けられるのはありがたいです。
小学校が長期休みに入ってしまうと、
支援センターに来れないのは残念。
上田市では小学生以下の子は連れて
きていいので使いやすいですね。
保健師さんへの相談が火曜日だけに

せず、ほかの曜日でも使えるようにし
てもらいたいです。
支援センターで相談会を無料でたく
さん開いてほしい。子どもが遊べる
東御市産のくるみや木材を使ったお
もちゃなどもあったらいいな♪

特別
企画

令和6年 3月定例会

学
校
給
食
に
つ
い
て

請
願
第
9
号

東
部
地
区
小
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
計
画
に
お
い
て
、将
来

の
学
校
給
食
の
た
め
に
、開
か
れ

た
議
論
の
場
を
求
め
る
請
願

請
願
第
10
号

東
部
４
小
学
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
計
画
は
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま

り
、
自
校
方
式
継
続
を
含
め
再

検
討
し
て
く
だ
さ
い

請
願
第
11
号

学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担
増

の
中
止
を
求
め
ま
す

賛
成
多
数
で
採
択

滝
澤
栄
一
議
員

反
対
討
論

窪
田
俊
介
議
員

賛
成
討
論

大
塚
博
文
議
員

反
対
討
論

賛
成
少
数
で
不
採
択

賛
成
少
数
で
不
採
択

長
越
修
一
議
員

賛
成
討
論

市
毛
真
弓
議
員

反
対
討
論

市
毛
真
弓
議
員

賛
成
討
論

田
中
信
寿
議
員

賛
成
討
論

設
に
対
し
理
解
し
た
上
で
、こ

れ
か
ら
保
護
者
も
含
め
、学
校

給
食
に
対
し
そ
れ
に
係
わ
る

関
係
者
が
広
く
意
見
を
述
べ

合
い
議
論
が
出
来
る
場
を
求

め
る
請
願
で
あ
る
。保
護
者
の

皆
さ
ん
の
声
を
反
映
し
て
い

く
こ
と
は
、よ
り
良
い
給
食
セ

ン
タ
ー
を
建
設
し
て
行
く
た

め
に
不
可
欠
で
あ
り
、さ
ら
に

は
市
民
と
行
政
と
に
よ
る「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」に
も
資
す

る
こ
と
で
あ
り
汲
む
べ
き
で
あ

る
と
考
え
採
択
に
賛
成
す
る
。

　
本
請
願
は
、趣
旨
説
明
文
で

Ｐ
Ｔ
Ａ
理
事
会
へ
の
配
布
資
料

に
つ
い
て「
令
和
５
年
度
、用
地

交
渉・基
本
設
計
業
務
委
託
、

令
和
６
年
度
４
月・４
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
説
明
と
、保
護

者
の
要
望
や
意
見
の
反
映
は
、

困
難
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
」と
指
摘
。「
市
民
と
の
対

話
と
合
意
形
成
の
な
い
ま
ま

計
画
が
実
行
さ
れ
る
状
況
は
、

大
変
遺
憾
」と
、７
０
０
筆
弱
の

署
名
を
添
え
て「
ひ
ら
か
れ
た

議
論
の
場
」を
求
め
て
い
る
。受

け
止
め
る
べ
き
声
で
あ
る
。

　
給
食
室
の
老
朽
化
は
著
し

く
、衛
生
面
、労
働
環
境
面
に

お
い
て
も
急
ぎ
改
善
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。こ
の
よ
う
な

状
況
に
お
い
て
は
、給
食
室
の

問
題
を
ど
の
よ
う
に
改
善
す

る
か
前
向
き
な
議
論
を
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。請
願

は
、白
紙
に
戻
す
こ
と
を
求
め

て
い
る
。こ
れ
は
問
題
の
棚
上

げ
に
な
る
だ
け
で
あ
り
、前
向

き
な
議
論
と
は
言
え
な
い
。

よ
っ
て
採
択
に
反
対
す
る
。

　
セ
ン
タ
ー
化
計
画
は
市
民・

関
係
者
の
意
見
を
聞
か
ず
上

か
ら
押
し
付
け
る
や
り
方
に

な
っ
て
い
る
。補
正
予
算
審
議

の
質
疑
応
答
で
教
育
課
長
は

「
総
合
教
育
会
議
等
で
の
議

論
と
い
う
の
は
、教
育
委
員

と
例
え
ば
市
長
部
局
等
が
合

わ
さ
る
よ
う
な
、そ
う
い
う
会

議
の
中
で
の
検
討
は
さ
れ
て

い
な
い
」と
答
弁
。や
る
べ
き

議
論・審
議
を
行
な
っ
て
お
ら

ず
、適
正
手
続
き
を
要
す
る

行
政
法
規
に
も
則
っ
て
い
な
い

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
為
、不

採
択
に
反
対
す
る
。

　
東
部
地
区
の
給
食
室
は
、老

朽
化
で
安
全
安
心
な
調
理
の

面
で
課
題
を
抱
え
て
お
り
、建

設
計
画
は
、課
題
を
克
服
し
た

期
待
に
応
え
ら
れ
る
計
画
と

と
ら
え
る
の
が
妥
当
。セ
ン

タ
ー
方
式
の
給
食
は
北
御
牧

の
実
績
や
経
験
が
参
考
に
な

る
と
考
え
る
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
し
た
給

食
の
提
供
な
ど
、日
々
の
給
食

に
不
安
を
抱
え
る
子
ど
も
た

ち
の
課
題
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か

り
、建
設
が
先
送
り
に
な
っ
て

し
ま
う
事
は
避
け
る
べ
き
だ
と

考
え
、本
請
願
に
反
対
す
る
。

　
請
願
は
給
食
セ
ン
タ
ー
建

　
３
月
定
例
会
に
お
い
て
学
校

給
食
に
関
す
る
請
願
が
３
件
提

出
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
請

願
に
対
し
討
論
が
行
わ
れ
、次
の

通
り
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
予
算
に
関
す
る
議
案
と
し
て

は
、令
和
５
年
12
月
定
例
会
に
上

程
さ
れ
た
、給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

基
本
設
計
業
務
委
託
料
１
１
２

２
万
円
が
あ
り
ま
す
。

　
用
地
取
得
に
関
連
し
た
保
証

物
件
調
査
業
務
委
託
料
３
３
０

万
円
お
よ
び
給
食
施
設
検
討
会

議
費
用
９
万
６
千
円
が
あ
り
ま

す
。

　
い
ず
れ
も
、基
本
的
な
検
討
に

必
要
な
予
算
と
し
て
可
決
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
し
っ
か
り
し
た
基
礎
資
料
を

基
に
、給
食
の
よ
り
よ
い
あ
り
方

を
考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
市
議
会
は
昨
年
６
月
定
例

会
に
て
、国
と
県
に
給
食
費

無
料
化
を
求
め
る
意
見
書
を

提
出
し
た
。市
で
も
交
付
金

や
ふ
る
さ
と
納
税
等
の
活
用

を
検
討
し
、保
護
者
の
負
担

軽
減
に
向
け
努
力
す
る
の
は

当
然
で
あ
る
。よ
っ
て
令
和
７

年
度
か
ら
の
負
担
増
を
現
時

点
で
決
定
す
る
道
理
は
な
い
。

昨
年
9
月
の
定
例
教
育
会
議

で
負
担
増
を
決
定
し
て
い
る

が
、そ
の
審
議
は
十
分
で
は
な

い
。し
た
が
っ
て
保
護
者
の
負

担
増
中
止
を
求
め
る
請
願
の

不
採
択
に
反
対
す
る
。

　
本
請
願
は
、物
価
高
騰
等

に
よ
り
給
食
費
を
値
上
げ
す

る
こ
と
に
反
対
す
る
も
の
だ

が
、市
で
は
国
か
ら
の
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
な
ど
を
活

用
し
食
材
費
の
値
上
が
り
分

の
補
助
を
行
い
、保
護
者
の

負
担
軽
減
に
努
め
た
。

　
し
か
し
、ま
だ
ま
だ
物
価

高
騰
が
続
い
て
い
る
な
か
で
、

食
材
や
献
立
の
工
夫
だ
け
で

は
充
分
な
栄
養
価
を
満
た
す

給
食
の
提
供
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。そ
こ

で
、よ
り
よ
い
給
食
の
提
供
の

た
め
に
は
給
食
費
を
値
上
げ

す
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い

と
考
え
不
採
択
と
す
る
委
員

長
の
報
告
に
賛
成
の
討
論
と

す
る
。
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一 般 質 問

問
　
施
設
の
現
状
は
ど
う
か
。

教
育
次
長
　
建
築
年
数
が
古
い

上
に
、ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
で
は

な
い
。食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

の
専
用
調
理
室
も
な
い
。　

問
　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が

望
ま
し
い
と
い
う
結
論
を
出
す

前
に
、丁
寧
に
市
民
や
保
護
者

の
皆
さ
ん
に
説
明
は
し
た
か
。

教
育
次
長
　
順
次
行
っ
て
い
る
。

問
　
市
長
の
お
考
え
を
伺
う
。

市
長
　
市
も
、納
品
業
者
も
、保

護
者
も
、子
ど
も
達
の
意
見
も

大
切
に
し
て
こ
な
か
っ
た
私
も

い
る
な
と
反
省
を
し
て
い
る
。

新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
を
数
年

か
け
て
建
設
し
て
い
く
中
で
、

今
よ
り
も
良
く
な
る
こ
と
を
確

信
し
て
い
る
し
、良
く
な
る
た

め
の
計
画
を
仕
上
げ
て
い
く
た

め
に
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き

し
な
が
ら
、そ
の
先
頭
に
立
た

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　市
の
若
年
無
業
者
の

現
状
に
つ
い
て

問
　
仕
事
を
し
て
い
な
い
、求

職
活
動
も
し
て
い
な
い
　
家
事

も
通
学
も
し
て
い
な
い
15
才
か

ら
34
才
の
人
数
は
。

教
育
次
長
　
市
で
は
１
０
７
名
。

問
　
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
。

教
育
次
長
　
10
年
前
の
約
３
倍

に
増
加
し
て
い
る
。市
で
は
増

加
原
因
は
分
析
し
て
い
な
い
。

問
　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
。

教
育
次
長
　「
青
少
年
支
援

チ
ー
ム
」や
社
会
福
祉
協
議
会

「
ま
い
さ
ぽ
東
御
」に
よ
る
居
場

所
の
提
供
、相
談
、就
業
の
あ
っ

せ
ん
等
を
し
て
い
る
。

問
　
具
体
的
に
し
て
い
る
こ
と

は
何
か
あ
る
か
。

社
会
福
祉
部
長
　
自
立
や
就
労

支
援
等
に
向
け
た
相
談
支
援
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
を
図
る
た
め
の
支
援
。

※

そ
の
他
、組
織
改
正
に
つ
い

て
質
問
を
し
、生
涯
学
習
課
が

な
く
な
る
こ
と
や
保
育
課
業
務

が
教
育
委
員
会
に
委
任
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
場
所
が
移
動
す
る

こ
と
等
を
市
民
に
丁
寧
に
説
明

し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
た
。

村山 弘子 議員
むら     やま         ひろ        こ

東
部
地
区
給
食
室
の

　
　
　
　現
状
と
今
後
に
つ
い
て

問
　
災
害
時
の
高
齢
者
や
要
配

慮
者
に
係
る
避
難
所
で
の
具
体

的
な
対
応
は
ど
う
か
。

総
務
部
長
　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空

間
を
確
保
す
る
た
め
の
間
仕
切

り
や
多
目
的
ベ
ッ
ド
の
優
先
使

用
の
ほ
か
、運
営
ス
タ
ッ
フ
の

目
が
届
き
や
す
い
場
所
に
専
用

エ
リ
ア
を
設
け
る
と
と
も
に
、

福
祉
避
難
所
等
、二
次
避
難
場

所
の
早
期
確
保
と
誘
導
な
ど
、

個
々
の
健
康
状
態
に
配
慮
し
つ

つ
、本
人
の
意
思
を
尊
重
し
な
が

ら
臨
機
応
変
な
対
応
に
努
め
る
。

問
　
福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
市

の
現
状
と
、作
成
が
努
力
義
務

に
な
っ
て
い
る
個
別
避
難
計
画

は
ど
の
よ
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

福
祉
避
難
所
は
現
在

３
事
業
者
９
施
設
で

受
け
入
れ
の
承
諾
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

個
別
避
難
計
画
に
つ

い
て
は
、令
和
５
年

度
は
、高
齢
者
を
対

象
と
し
、田
中
、祢

津
、北
御
牧
地
区
の

河
川
流
域
の
区
か
ら

作
成
を
行
い
、１
０

２
名
分
が
作
成
で
き

て
お
り
令
和
６
年
度

は
、残
る
高
齢
者
分

の
作
成
を
引
き
続
き
行
う
と
と

も
に
、障
が
い
者
を
対
象
と
し

た
計
画
の
作
成
も
行
っ
て
い

く
。

問
　
避
難
所
で
の
女
性
の
性
被

害
を
防
ぐ
た
め
ト
イ
レ
の
配

置
、防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
を
備
蓄

品
に
追
加
す
る
こ
と
や
、女
性

職
員
の
複
数
人
配
置
が
必
要
と

考
え
る
、市
の
現
状
を
う
か
が

う
。

総
務
部
長
　
市
が
定
め
て
い
る

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
つ
い

て
も
、女
性
の
視
点
に
も
配
慮

し
た
見
直
し
も
随
時
行
っ
て
い

る
。今
回
の
能
登
半
島
地
震
で

は
、い
く
つ
か
課
題
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。今
回
の
震
災
を
教

訓
に
改
め
て
見
直
し
を
行
い
、

必
要
な
対
応
を
し
て
い
く
。

※

他
に
投
票
率
向
上
と
投
票
し

や
す
い
環
境
に
つ
い
て
質
問

し
、特
に
若
者
の
投
票
率
向
上

と
主
権
者
教
育
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

西山 福恵 議員
にし     やま           ふく       え

災
害
時
に
お
け
る
市
の
対
応
に
つ
い
て

まいさぽ東御のパンフレット１ページ目

支
援
物
資
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
む
様
子

一 般 質 問

議員
11名 市 政 を 問 う

東御市議会

一般質問
こちら▶

東御市議会のホームページから、今回の一般質問を動画で見ることができます。パソコン、スマートフォンから、いつでもご覧いただけます。

●空き家対策について
●シティプロモーションについて
●東部地区小学校給食センター建設について

●東部地区給食室の現状と今後について
●市の若年無業者の現状と課題について
●令和６年度４月１日付市の組織改正について

●災害時における市の対応について
●投票率向上と投票しやすい環境の取組について

●再犯防止推進計画について
●水田活用の直接支払交付金について
●二地域居住の促進について

●地域公共交通について

●介護予防事業について
●障がい者への支援について

●上下水道の地震対策について
●児童館・児童クラブの運営状況について

●湯の丸高地トレーニング施設の運用と資金計画について
●木質バイオマス発電について
●生涯学習課廃止と補助執行について

●東御市シティプロモーション戦略について
●医療の2024年問題について

●東部地区小学校給食センター建設事業について
●学校給食費の改定について

●人口減少、少子・高齢化対策について
●学校教育におけるＤＸ化について
●学校での健診等の実施状況について

瀬田 智之　―――――――――――――――――――――

村山 弘子　―――――――――――――――――――――

西山 福恵　―――――――――――――――――――――

田中 信寿　―――――――――――――――――――――

滝澤 栄一　―――――――――――――――――――――

山崎 康一　―――――――――――――――――――――

大塚 博文　―――――――――――――――――――――

窪田 俊介　―――――――――――――――――――――

田中 博文　―――――――――――――――――――――

市毛 真弓　―――――――――――――――――――――

髙木 真由美　――――――――――――――――――――

問
　
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
計
画

を
含
め
学
校
給
食
に
つ
い
て
市

長
の
考
え
は
。

市
長
　
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
が
、選
択
肢
と
し
て

１
つ
し
か
な
い
も
の
を
２
つ
あ

る
が
ご
と
く
語
る
こ
と
が
私
は

間
違
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
ふ
う
に
認
識
を
し
て
、

は
っ
き
り
と
そ
の
方
向
で
説
明

会
を
丁
寧
に
や
ら
せ
て
い
た
だ

く
。理
解
を
得
な
が
ら
民
営
化
と

い
う
こ
と
も
語
ら
れ
始
め
て
い

る
状
況
で
あ
る
が
、自
校
式
の
良

さ
を
残
し
た
セ
ン
タ
ー
化
と
い

う
中
で
、し
っ
か
り
と
し
た
良
い

施
設
の
中
で
市
の
職
員
が
責
任

を
持
っ
て
給
食
を
提

供
し
て
い
く
と
い
う

道
を
歩
ん
で
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
令
和
４
年
度

給
食
室
維
持
管
理
費

は
、ま
た
そ
れ
ら
を

踏
ま
え
自
校
式
給
食

の
継
続
に
つ
い
て
の

検
討
は
ど
う
だ
っ
た

か
。

教
育
次
長
　
修
繕

費
、備
品
費
合
計
で

１
１
０
９
万
９
６
３

８
円
で
あ
る
。自
校

給
食
の
継
続
に
つ
い

て
は
、ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
や
ド

ラ
イ
シ
ス
テ
ム
な
ど
適
正
な
環

境
の
下
で
調
理
す
る
た
め
、一

時
的
な
改
修
、修
繕
に
よ
る
も

の
で
は
な
く
学
校
施
設
内
に
新

た
に
再
建
す
る
必
要
が
あ
る
と

判
断
し
た
。用
地
の
確
保
や
栄

養
教
諭
の
配
置
を
含
め
た
人
員

体
制
な
ど
老
朽
化
が
進
む
現
状

で
は
避
け
ら
れ
な
い
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
建
設・稼
働
の
予
定
は
。

教
育
次
長
　
建
設
・
稼
働
に
つ

い
て
は
ま
だ
未
定
だ
が
、で
き

る
だ
け
早
く
着
工
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
　
稼
働
後
の
施
設
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
が
起
き
た
場
合
の
対
応

に
つ
い
て

教
育
次
長
　
施
設
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
に
よ
り
給
食
の
提
供
が
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、緊
急

対
策
と
し
て
備
蓄
食
品
を
提
供

し
、備
蓄
食
品
が
な
く
な
っ
た
と

き
は
、弁
当
の
持
参
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

瀬田 智之 議員
せ         た           とも      ゆき

東
部
地
区
小
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て

小
学
校
給
食
室
の
様
子
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一 般 質 問

問
　
移
動
に
支
援
を
要
す
る
高

齢
者
の
外
出
支
援
に
つ
い
て
、

何
か
検
討
し
て
い
る
事
業
は
あ

る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
新
し
い
移
動

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
先
進
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
前
橋
市
や
黒

部
市
の
事
例
提
供
を
受
け
、介

護
事
業
所
の
送
迎
を
Ｉ
Ｔ
化

し
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

の
朝
夕
の
送
迎
の
途
中
に
、通

所
日
で
は
な
い
利
用
者
の
通
院

や
買
い
物
の
移
動
を
組
み
込
む

こ
と
で
、通
所
日
以
外
の
外
出

支
援
が
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
検
討
を
は
じ
め
て

い
る
。現
在
は
先
進
地
よ
り
支

援
を
受
け
な
が
ら
、

趣
旨
に
賛
同
い
た
だ

い
た
市
内
の
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
事
業
所
に
お

い
て
、試
験
的
に
導

入
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

障
が
い
者
の

支
援
に
つ
い
て

問
　
障
が
い
を
お

持
ち
の
方
に
対
す
る

様
々
な
支
援
や
サ
ー

ビ
ス
の
周
知
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
福
祉
課
窓
口

に
お
い
て
障
が
い
者
手
帳
を
交

付
さ
せ
て
い
た
だ
く
際
、障
が

い
者
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
記
載
し
た

障
が
い
者
・
障
が
い
児
福
祉
の

し
お
り
と
い
う
冊
子
を
お
渡
し

し
、取
得
し
た
手
帳
の
種
類
や

等
級
等
に
応
じ
て
使
え
る
サ
ー

ビ
ス
や
支
援
に
つ
い
て
の
説
明

を
行
っ
た
り
、該
当
に
な
る

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、そ
の

場
で
手
続
き
や
申
請
等
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。な
お
、利

用
に
つ
い
て
の
相
談
が
あ
っ
た

場
合
は
、市
の
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
が
個
別
に
対
応
し
、サ
ー

ビ
ス
の
内
容
や
手
続
き
方
法
等

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ご
本
人

や
ご
家
族
の
意
向
や
目
標
等
を

確
認
し
、必
要
に
応
じ
て
関
係

機
関
な
ど
に
繋
げ
、そ
の
時
々

の
状
況
や
状
態
に
応
じ
た
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

山崎 康一 議員
やま      ざき         こう      いち

介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て

問
　
上
下
水
道
管
及
び
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
耐
震
性
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長
　
上
水
道
管
は

耐
震
性
の
あ
る
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳

鉄
管
に
変
更
済
み
。下
水
道
管

は
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
管
や
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
の
管
を
使
用
し
て

お
り
耐
震
性
は
低
い
。浄
化
セ

ン
タ
ー
の
設
備
に
も
耐
震
性
の

低
い
も
の
が
あ
る
。今
後
、逐
次

対
策
し
て
い
く
予
定
。

問
　
農
村
集
落
排
水
施
設
が
公

共
下
水
道
に
統
合
さ
れ
た
が
、

広
域
化
す
る
こ
と
で
地
震
に
よ

り
被
害
を
受
け
や
す
く
な
っ
た

と
考
え
る
。何
か
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。都

市
整
備
部
長

統
廃
合
に
よ
り
廃
止

し
た
処
理
場
の
処
理

槽
を
一
時
的
な「
非

常
用
汚
水
貯
留
槽
」

と
し
て
使
う
計
画
と

な
っ
て
い
る
。

問
　
避
難
所
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
た

場
合
の
ト
イ
レ
対
策

は
ど
う
か
。

総
務
部
長
　
災
害
協

定
に
基
づ
き
仮
設
ト

イ
レ
を
速
や
か
に
設

置
す
る
体
制
を
整
え

て
い
る
。

児
童
館・児
童
ク
ラ
ブ
の

運
営
状
況
に
つ
い
て

問
　
田
中
、祢
津
、滋
野
の
児
童

館
は
３
年
生
迄
し
か
受
け
入
れ

て
い
な
い
。長
期
休
暇
中
の
利

用
者
数
は
少
な
い
の
で
、高
学

年
も
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
。

教
育
次
長
　
長
期
休
暇
中
は
受

け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
児
童
館
は
高
学
年
の
児
童

が
弟
や
妹
と
待
ち
合
わ
せ
る
場

所
に
も
な
っ
て
い
る
。登
録
し

て
い
な
い
児
童
で
も
中
に
入
っ

て
待
つ
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

教
育
次
長
　
状
況
に
応
じ
て
柔

軟
に
対
応
し
て
い
る
。

問
　
長
期
休
暇
中
の
児
童
館
の

開
館
時
間
を
繰
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
。

教
育
次
長
　
来
年
度
試
験
的
に

開
館
時
間
を
早
め
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。

大塚 博文 議員
おお      つか          ひろ     ふみ

上
下
水
道
の
地
震
対
策
及
び
児
童
館
・

児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

どす来いクラブ

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
集
落
排
水
処
理
施
設

一 般 質 問

問
　
再
犯
罪
を
防
ぐ
、再
犯
防

止
推
進
計
画
の
策
定
に
至
る
経

緯
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
再
犯
罪
の
防

止
等
に
関
す
る
施
策
を
実
施
等

す
る
責
務
が
、国
だ
け
で
な
く

地
方
公
共
団
体
に
も
あ
る
と
し

て
、地
方
公
共
団
体
も
再
犯
防

止
推
進
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

が
努
力
義
務
と
な
っ
た
。市
に

お
い
て
も
、犯
罪
を
起
こ
さ
な

い
社
会
を
目
指
し
、誰
も
が
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
に
向
け
、計
画
を
策
定

す
る
こ
と
と
し
た
。

問
　
計
画
策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
か
。健

康
福
祉
部
長
　
計

画
期
間
を
令
和
７
年

度
か
ら
令
和
11
年
度

の
５
年
間
と
し
、東

御
市
地
域
福
祉
計
画

と
あ
わ
せ
て
計
画
の

策
定
を
進
め
る
。

　
令
和
５
年
度
は
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、令
和
６
年
度

は
更
生
保
護
団
体
や

庁
内
関
係
部
署
等
と

協
議
し
な
が
ら
計
画

の
素
案
を
ま
と
め
、

令
和
７
年
３
月
末
ま

で
に
計
画
を
策
定
す

る
予
定
。

問
　
再
犯
罪
防
止
は
生
活
を
安

定
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
、そ

の
た
め
に
は
、住
居
・
就
労
確
保

の
支
援
、保
健
医
療
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
促
進
の
た
め
の
支

援
、学
校
等
と
連
携
し
た
修
学

支
援
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
支
援
は
、更
生
保

護
団
体
な
ど
の
関
係
諸
機
関
と

の
連
携
に
よ
り
行
う
こ
と
で
よ

り
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
る

が
、策
定
さ
れ
る
計
画
で
は
ど

う
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
再
犯
を
防
止

す
る
た
め
に
は
、罪
を
犯
し
た

者
等
が
社
会
復
帰
後
、地
域
社

会
で
孤
立
さ
せ
な
い「
息
の
長

い
」支
援
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、計
画
の
策
定
及

び
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、東
御

市
保
護
司
会
、東
御
市
更
生
保

護
女
性
会
、福
祉
関
係
団
体
及

び
庁
内
関
係
部
署
等
と
も
連
携

を
図
り
な
が
ら
再
犯
防
止
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

田中 信寿 議員
た        なか　       のぶ     ひさ

再
犯
防
止
推
進
計
画
に
つ
い
て

問
　
定
時
定
路
線
バ
ス
の
運
行

見
直
し
の
経
過
と
見
直
し
後
の

効
果
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長
　
昨
年
10
月
に

運
行
ル
ー
ト
と
時
刻
の
見
直
し

を
実
施
し
た
。運
行
経
路
の
重

複
や
極
め
て
利
用
の
少
な
い
停

留
所
を
廃
止
し
、部
活
動
終
了

後
の
中
学
生
や
高
校
生
の
帰
宅

に
利
用
可
能
な
夕
方
便
の
増
便

な
ど
、利
用
者
増
を
見
込
ん
だ

新
た
な
ル
ー
ト
設
定
し
た
。八

重
原
線
で
は
小
学
生
の
利
用
増

に
よ
り
急
遽
12
月
よ
り
１
便
を

増
発
し
て
対
応
し
た
。

問
　
と
う
み
レ
ッ
ツ
号
配
車
シ

ス
テ
ム
の
Ａ
Ｉ
化
の
概
要
は
ど

う
か
。

産
業
経
済
部
長
　
人

工
知
能
に
よ
る
配
車

機
能
を
搭
載
し
た
新

シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、こ
の
３
月
か
ら

の
稼
働
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　
Ａ
Ｉ
化
さ
れ
た
シ

ス
テ
ム
は
、５
台
の

デ
マ
ン
ド
車
両
の
現

在
位
置
や
乗
車
人

数
・
目
的
地
な
ど
の

運
行
状
況
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
把
握
し
て

い
る
た
め
、ど
の
車

両
を
配
車
す
る
の
が
最
も
効
率

的
か
を
瞬
時
に
判
断
し
車
両
へ

と
指
示
を
送
り
ま
す
。待
ち
時

間
や
乗
車
時
間
の
大
幅
な
短
縮

な
ど
、利
便
性
が
飛
躍
的
に
向

上
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
。

問
　
高
齢
者
な
ど
の
利
用
方
法

は
ど
う
な
る
の
か
。

　
固
定
電
話
や
携
帯
電
話
を
お

使
い
の
方
は
、こ
れ
ま
で
ど
お

り
予
約
セ
ン
タ
ー
で
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
予
約
を
受
け
付
け
ま

す
。

問
　
デ
マ
ン
ド
交
通
は
観
光
客

の
足
と
し
て
利
用
で
き
る
か
。

産
業
経
済
部
長
　
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
の
ア
プ
リ
登
録
す

る
こ
と
で
即
座
に
利
用
予
約
が

可
能
と
な
る
た
め
、事
前
に
ア

プ
リ
か
ら
登
録
申
請
を
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、自
由
に
予
約
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
。例
え

ば
、ワ
イ
ナ
リ
ー
や
温
泉
め
ぐ

り
、ワ
イ
ン
の
試
飲
と
い
っ
た

目
的
に
も
利
用
可
能
で
す
。

滝澤 栄一 議員
たき      ざわ         えい      いち

定
時
定
路
線
バ
ス
の
見
直
し
と
、デ
マ
ン
ド

交
通
運
行
シ
ス
テ
ム
の
Ａ
Ｉ
化
の
概
要
は

静岡刑務所の刑務所作業製品展示即売所

観
光
客
の
足
と
し
て
も
利
用
可
能
な
と
う
み
レ
ッ
ツ
号
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一 般 質 問

問
　
自
校
給
食
設
備
を
セ
ン

タ
ー
化
す
る
計
画
に
あ
た
り
、

子
ど
も
達
や
保
護
者
、関
係
者

の
意
見
聴
取
は
ど
う
実
施
し
、

内
容
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た

か
。

教
育
次
長
　
基
本
構
想
策
定
時

に
意
見
聴
取
は
行
っ
て
い
な
い
。

問
　
な
ぜ
行
わ
な
か
っ
た
の
か
。

教
育
次
長
　
セ
ン
タ
ー
化
以
外

の
選
択
肢
は
な
い
と
捉
え
て
い

る
。北
御
牧
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
時
の
よ
う
な
検
討
は
行
わ
ず

に
、保
護
者
等
へ
の
説
明
を
し

て
理
解
を
い
た
だ
く
。

問
　
建
設
・
改
修
の
予
算
に
つ

い
て
、比
較
検
討
は
ど
う
か
。

教
育
次
長
　
四
つ
の
施
設
よ

り
、一
つ
の
施
設
を
建
設
す
る

方
が
安
価
で
あ
る
と
判
断
し
て

い
る
。田
中
小
学
校
以
外
は
同

一
場
所
に
建
設
す
る
用
地
が
な

く
、建
設
中
に
給
食
配
食
先
を

別
に
稼
働
す
る
必
要
が
生
じ
る

こ
と
か
ら
、建
設
・
改
修
の
費
用

算
定
は
行
わ
な
い
予
定
。

問
　
総
合
教
育
会
議
、教
育
委

員
会
で
の
調
査
・
審
議
は
い
つ
、

ど
の
よ
う
に
行
っ
た
か
。

教
育
次
長
　
令
和
４
年
２
月
、

総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
、北

御
牧
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
滋

野
小
学
校
の
集
約
化
を
検
討
し

た
経
過
が
あ
る
。定
例
教
育
会

議
で
は
本
年
度
10
月
11
月
に
セ

ン
タ
ー
建
設
に
至
っ
た
経
緯
な

ど
を
説
明
し
、承
認
を
得
た
。

問
　
定
例
教
育
会
議
の
会
議
録

に
よ
れ
ば
、報
告
し
た
だ
け
で

あ
り
、協
議
も
質
疑
応
答
も
な

く
承
認
さ
れ
た
記
載
は
な
い
。

教
育
委
員
会
制
度
の
特
性
に
住

民
に
よ
る
意
思
決
定
が
あ
る
。

し
か
し
地
域
住
民
の
意
向
は
反

映
さ
れ
て
い
な
い
。こ
の
事
態

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

教
育
次
長
　
現
在
は
給
食
セ
ン

タ
ー
基
本
設
計
を
委
託
し
て
い

る
の
で
、基
本
設
計
業
務
が
で

き
た
と
こ
ろ
で
、栄
養
教
諭
や

調
理
員
な
ど
の
給
食
に
関
わ
る

方
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

市毛 真弓 議員
いち        げ            ま       ゆみ

東
部
地
区
小
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
化
建
設
事
業
に
つ
い
て

問
　
人
口
の
年
齢
階
級
別
の
移

動
、老
年
・
生
産
年
齢
・
年
少
の

年
齢
区
分
別
の
人
口
の
推
移
等

に
見
る
市
の
課
題
は
何
か
。　

企
画
振
興
部
長
　
10
歳
か
ら
20

歳
代
の
若
者
層
の
転
出
が
多

く
、
次
世
代
の
地
域
の
担
い
手

の
人
口
流
出
、
特
に
女
性
の
人

口
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
人
口
推
移
で
は
、
今
後
も

年
少
及
び
生
産
年
齢
人
口
は
減

少
を
続
け
、
老
年
人
口
は
増
加

す
る
と
の
推
計
で
あ
り
、
税
収

の
低
下
、
社
会
保
障
費
の
増

加
、
公
的
サ―

ビ
ス
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
る
。

問
　
女
性
や
若
者
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
の
促
進
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長
　
民

間
事
業
者
と
連
携
を

し
、移
住
相
談
と
合

わ
せ
て
就
職
支
援
も

実
施
す
る
こ
と
で
、

働
き
世
代
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
の
促
進
を

図
っ
て
い
る
。

問
　
若
者
の
出
会

い
や
結
婚
の
希
望
を

叶
え
る
た
め
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長
　
市

で
は
、上
田
地
域
定

住
自
立
圏
で
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
や
県
と
協
働
し
て
行
う

移
住
と
婚
活
を
組
み
合
わ
せ
た

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
て
い

る
。

問
　
今
後
さ
ら
に
力
を
入
れ
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
子
育
て
支

援
策
は
何
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
地
域
全
体
で

子
育
て
・
子
育
ち
を
支
え
合
う

意
識
の
醸
成
や
、子
育
て
家
庭

の
多
様
な
二―

ズ
に
応
え
る
保

育
・
教
育
の
充
実
、経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
支
援
サ̶

ビ
ス
の

確
立
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

学
校
教
育
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
化

問
　
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
使
っ
た
相
談
事
業
の
進

捗
状
況
は
ど
う
か
。

教
育
次
長
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
利
用
し
て
の
悩
み
事
や
学
校

で
の
困
り
ご
と
を
気
軽
に
相
談

で
き
る
窓
口
を
構
築
し
、４
月

か
ら
の
運
用
を
予
定
し
て
い
る
。

髙木 真由美 議員
たか       ぎ             ま         ゆ         み

人
口
減
少
、少
子・高
齢
化
対
策
の

現
状
と
課
題
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
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一 般 質 問

問
　
信
州
ウ
ッ
ド
パ
ワ
ー
株
式

会
社
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

事
業
の
焼
却
灰
に
つ
い
て
、
１

０
０
Bq
／
㎏
以
下
だ
っ
た
放
射

能
濃
度
が
、
覚
書
の
基
準
値
５

０
０
Bq
／
㎏
に
迫
っ
て
い
る
と

い
う
の
が
、
前
回
12
月
定
例
会

時
点
の
こ
と
だ
っ
た
。
現
状
と

原
因
究
明
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長
　
そ
の
後
の
測

定
値
は
、
１
月
８
日
分
は
８
１

０
Bq
／
㎏
、
最
新
の
１
月
14
日

分
で
５
９
０
Bq
／
㎏
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
文
部
科
学
省
に
よ

り
示
さ
れ
た
、
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
の
影
響
が
み
ら

れ
る
長
野
県
東
部
県
境
地
域
か

ら
木
材
の
搬
入
が
あ
り
、
燃
焼

材
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

主
要
因
と
、
市
は
捉

え
て
い
る
。

問
　
事
業
者
に
申
し

入
れ
た
今
後
の
対
応

の
詳
細
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長
　
覚

書
で
は
、
長
野
県
環

境
部
が
示
す
「
一
般

廃
棄
物
処
理
施
設
に

お
け
る
放
射
性
物
質

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

つ
い
て
」
に
準
拠
し

た
５
０
０
Bq
／
㎏
を

超
過
し
た
場
合
、
事

業
者
は
速
や
か
に
市

に
報
告
し
、
必
要
に
応
じ
て
放

射
能
濃
度
を
測
定
す
る
、
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
市
民
の
不
安
を
解
消
す
る

た
め
、
事
業
者
へ
空
間
線
量
率

の
測
定
頻
度
を
増
や
す
な
ど
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
強
化
と
共
に
、

数
値
上
昇
の
原
因
究
明
と
焼
却

灰
の
放
射
能
濃
度
の
低
減
対
応

を
申
し
入
れ
た
。

問
　
焼
却
灰
の
放
射
能
濃
度
が

下
が
ら
な
い
限
り
、こ
の
対
応

は
継
続
し
、原
因
究
明
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長
　
焼
却
灰
の
放

射
能
濃
度
を
下
げ
る
に
は
原
因

究
明
が
重
要
で
あ
り
、
事
業
者

に
は
燃
焼
材
の
表
面
線
量
率
の

測
定
本
数
を
増
や
す
こ
と
な
ど

を
申
し
入
れ
て
い
る
。
焼
却
灰

の
放
射
能
濃
度
は
低
け
れ
ば
低

い
ほ
う
が
良
い
と
い
う
認
識

は
、
事
業
者
も
市
も
一
緒
で
あ

り
、
放
射
能
濃
度
が
低
減
さ
れ

る
ま
で
、
引
き
続
き
取
り
組
む

こ
と
を
申
し
入
れ
て
い
く
。

窪田 俊介 議員
くぼ       た          しゅん    すけ

焼
却
灰
の
放
射
能
濃
度
上
昇
に
つ
い
て
原

因
究
明
と
低
減
の
具
体
的
措
置
を
求
め
る

問
　
東
御
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
は
来
年
度
最
終
年

度
を
迎
え
る
が
、こ
れ
ま
で
の

取
組
と
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
振
興
部
長
　「
ほ
ど
よ
く
、

田
舎
。と
う
み
」を
地
域
ブ
ラ
ン

ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
掲
げ
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
制
定
し
、東
御
市

出
身
の
俳
優
で
あ
る
丸
山
智
己

さ
ん
を
ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
大
使
に

任
命
し
市
の
魅
力
発
信
を
県
内

外
へ
向
け
て
行
い
、さ
ら
に
東

御
市
公
式
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
設

立
し
、会
員
に
は
市
の
魅
力
や

お
得
な
情
報
を
発
信
し
東
御
市

フ
ァ
ン
の
獲
得
に
努
め
る
と
と

も
に
、湯
の
丸
高
原
高
地
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
を
活
用
し
た

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

や
メ
デ
ィ
ア
へ
の
広

報
活
動
の
強
化
な
ど

を
通
じ
て
、地
域
イ

メ
ー
ジ
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

問
　
地
域
ブ
ラ
ン

ド
調
査
に
よ
る
本
市

の
魅
力
度
が
低
順
位

で
推
移
と
の
こ
と
だ

が
、具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
推
移
し
て
い

る
の
か
。

企
画
振
興
部
長
　
東

御
市
の
魅
力
度
は
、

２
０
２
１
年
は
９
７

４
位
、２
０
２
２
年
は
８
１
７

位
、２
０
２
３
年
は
７
２
６
位

と
上
昇
傾
向
に
あ
る
も
の
の
下

位
で
推
移
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
強
化
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

問
　
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

「
デ
ジ
タ
ル
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
」

に
よ
り
全
国
規
模
で
の
配
信
を

行
う
と
の
こ
と
だ
が
、具
体
的

な
方
法
や
効
果
に
つ
い
て
伺

う
。

企
画
振
興
部
長
　
サ
イ
ト
内
へ

の
情
報
掲
載
に
加
え
、イ
ベ
ン

ト
の
種
類
や
内
容
に
よ
っ
て
、

関
連
の
あ
る
メ
デ
ィ
ア
を
最
大

３
０
０
社
選
択
し
、発
信
す
る

こ
と
で
、今
ま
で
以
上
に
効
果

的
か
つ
効
率
的
な
情
報
発
信

や
、拡
散
が
で
き
、市
の
認
知
度

向
上
に
つ
な
が
る
。

　
他
、医
療
の
２
０
２
４
年
問

題
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

田中 博文 議員
た        なか         ひろ     ふみ

東
御
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

に
つ
い
て

焼
却
灰
等
の
セ
シ
ウ
ム
合
計
値
の
推
移

地域ブランドメッセージの
ロゴマーク
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　本会議、全員協議会、常任委員会、特別
委員会は傍聴することができます。
　定例会の日程は、確定後、
東御市議会ホームページに
掲載しますので、ご確認くだ
さい。
※一般質問の日程は変更と
なる場合があります。

生
い
立
ち
を
教
え
て
く

だ
さ
い

田
中
さ
ん
　
実
家
は
埼
玉
県
で

す
。高
校
時
代
か
ら
山
岳
部
で
、

大
学
時
代
に
は
社
会
人
の
山
岳

会
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。最
初
製

薬
会
社
に
入
社
し
、３
年
間
愛
知

県
に
い
ま
し
て
、そ
の
後
長
野
県

職
員
を
経
験
し
、東
御
市
に
は
２

０
０
０
年
に
来
ま
し
た
。

ボ
ル
ダ
ー
に
目
覚
め
た

の
は
？

田
中
さ
ん
　
父
親
が
登
っ
て
い

た
の
で
、家
に
ロ
ー
プ
だ
と
か
の

道
具
が
あ
っ
て
、子
ど
も
の
頃
か

ら
父
親
に
山
に
連
れ
て
い
っ
て
も

ら
っ
て
ま
し
た
。

ご
自
宅
に
壁
が
あ
る
ん

で
す
ね
。

　
家
を
建
て
た
か
っ
た
と
い
う
よ

り
、こ
の
壁
を
作
り
た
く
て
。普

段
か
ら
練
習
し
て
な
い
と
力
が

落
ち
て
き
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
。

金
原
の
岩
場
の
開
拓
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

田
中
さ
ん
　
あ
る
新
聞
に
岩
の

写
真
が
載
っ
て
い
た
ん
で
す
。場

所
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
探
し

ま
し
た
。行
っ
て
み
る
と
、５０
個

く
ら
い
見
つ
け
ま
し
た
。小
さ
な

洞
窟
も
あ
り
ま
す
よ
。実
は
登
れ

る
岩
場
と
い
う
の
は
少
な
い
ん
で

す
。普
通
は
山
の
中
の
急
斜
面
で

危
な
く
て
登
れ
な
い
の
に
、こ
こ

は
道
路
も
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
下

も
平
ら
で
す
。ま
た
こ
こ
は
溶
結

凝
灰
岩（
よ
う
け
つ
ぎ
ょ
う
か
い

が
ん
）と
い
う
岩
で
、ク
ラ
イ
マ
ー

か
ら
見
る
と
非
常
に
貴
重
な
場

所
で
、こ
れ
は
絶
対
ど
う
に
か
し

な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。将

来
的
な
展
望
は
？

田
中
さ
ん
　
こ
れ
か
ら
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
発
行
し
て
、駐
車
場
も

整
備
予
定
で
す
。ボ
ル
ダ
ー
は
60

万
人
く
ら
い
の
競
技
人
口
が
い

る
ん
で
す
が
、好
き
な
人
は
一
回

き
り
と
い
う
事
は
な
く
、攻
略
す

る
為
に
何
回
も
来
ま
す
。東
御
市

で
宿
泊
し
た
り
、ボ
ル
ダ
ー
の
つ

い
で
に
観
光
で
き
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
す
。市
民
の
方
に
も
知
っ

て
も
ら
い
た
い
ん
で
す
。利
用
し

な
い
と
も
っ
た
い
な
い
で
す
よ
。

＊
年
齢
を
お
聞
き
し
、驚
き
ま
し

た
。健
康
で
お
若
い
秘
訣
を
教
え

て
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。

再生紙を使用しています。
植物油インキを使用しています。

員
委
報
広
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金原の岩場の開拓者

　「
議
会
だ
よ
り
が
、読
み
や
す
く
な
っ
た
よ
」と
意
見

を
い
た
だ
き
、発
刊
に
係
わ
る
議
員
み
ん
な
笑
顔
で

す
。議
会
活
動
を
身
近
な
も
の
と
し
て
、知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
、編
集
し
て
い
ま
す
。少
な

い
文
字
数
で
必
要
な
情
報
が
多
く
の
方
に
伝
わ
る
よ

う
読
み
や
す
い
紙
面
を
と
心
が
け
て
い
ま
す
。今
後
も

議
会
だ
よ
り
を
市
民
の
皆
さ
ん
全
員
に
読
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

花
岡
豊一

あとがき

令和6年6月定例会における一般質問は
6月19日・20日・21日に予定されています。

議会の傍聴へ
お越しください

東御市議会
ホームページ

村
山
　
弘
子

田
中
　
博
文

滝
澤
　
栄
一

西
山
　
福
恵

斉
藤
　  

哲

花
岡
　
豊
一

大
塚
　
博
文

田
中
　
信
寿

中
村
　
眞
一

ご
自
宅
に
も
ボ
ル
ダ
ー
施
設
が
あ
る
田
中
さ
ん
に
、

岩
場
愛
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

海善寺在住
田中隆さん（65歳）


